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一
、
は
じ
め
に

弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
が
高
野
山
の
奥
院
に
入
定
し
て
い
る
と
い
う
信
仰
は
、
高
野
山
を
こ
の
世
の
浄
土

と
す
る
高
野
山
浄
土
信
仰
を
展
開
し
、
高
野
山
を
往
生
相
応
の
聖
地
と
し
た
。
更
に
後
世
に
は
、
生
き
な
が
ら
自
ら
の
身

体
を
ミ
イ
ラ
化
す
る
荒
行
を
伴
う
即
身
仏
信
仰
を
生
み
だ
し
て
い
っ
た
。
近
代
に
至
り
、
空
海
の
最
後
を
入
滅
と
す
る
歴

史
的
研
究
に
対
し
て
、
真
言
宗
団
側
か
ら
は
入
定
を
主
張
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
歴
史
的
に
は
入
滅
で

あ
る
こ
と
が
確
定
し
、
入
定
信
仰
の
成
立
時
期
や
、
そ
の
背
景
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
十
世
紀

末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
兜
率
上
生
信
仰
か
ら
弥
勒
下
生
信
仰
へ
の
変
化
・
展
開
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
と
い

う
理
解
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

弘
法
大
師
入
定
信
仰
の
成
立
に
つ
い
て
⑵
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し
か
し
今
回
、
弘
法
大
師
生
身
入
定
信
仰
成
立
の
直
接
的
因
由
に
つ
い
て
、
単
な
る
下
生
信
仰
の
展
開
・
流
布
だ
け

で
は
な
く
、
下
生
信
仰
に
伴
う
摩
訶
迦
葉
の
入
定
に
関
す
る
知
識
の
流
布
こ
そ
が
最
大
の
要
因
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

た
だ
紙
数
が
限
ら
れ
る
た
め
、
初
期
の
空
海
伝
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
史
資
料
の
分
析
と
、『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行

縁
起
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
別
稿（

１
）と

し
、
本
稿
で
は
、
弘
法
大
師
生
身
入
定
信
仰
の
生
身
性
に
拘
わ
る
議
論
に
つ

い
て
述
べ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
入
定
信
仰
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
弘
法
大
師
」「
大
師
」
と
称
す
る
。

二
、
藤
原
道
長
の
高
野
山
登
拝

治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
十
月
に
御
堂
関
白
藤
原
道
長
（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
の
高
野
山
登
拝
が
実
現
す
る
。
十
七
日

に
出
発
し
て
か
ら
、
前
後
途
次
に
諸
寺
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
十
一
月
一
日
に
帰
京
す
る
ま
で
十
五
日
間
の
旅
行
で
あ
っ
た
。

道
長
が
そ
の
時
の
樣
子
を
藤
原
実
資
（
九
五
七
〜
一
〇
四
六
）
に
語
っ
た
記
録
が
『
小
右
記
』
治
安
三
年
十
一
月
十
日
条

（
２
） に

見
ら
れ
る
。

未
の
時
許
り
、禅
室
を
詣
ぬ
。（
宰
相
乗
車
後
）良
久
し
く
清
談
す
。
多
く
は
是
れ
高
野
の
事
な
り
。
ま
た
路
次
の
寺
々

を
拝
む
。
更
に
河
内
の
知
識
寺
を
拝
む
。
高
野
に
於
て
諷
誦
を
修
す
。
法
花
経
一
部
・
理
趣
経
三
十
巻
を
供
養
す
（
講

師
前
僧
正
心
誉
）。
次
に
理
修
（
趣
）
三
味
を
行
ず
。
彼
の
寺
の
僧
三
十
人
を
請
用
す
（
布
衣
袴
・
袈
裟
・
綿
衣
等
を
施
与
し
、

畢
て
三
昧
を
行
ず
）
此
の
間
、
大
師
廟
堂
の
戸
の
桙
立
、
漸
く
放
つ
。
仏
供
机
と
理
趣
三
昧
阿
閤
梨
の
礼
盤
の
中
間
に
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顛
臥
す
。
希
有
の
事
な
り
。
二
釘
は
柱
に
遣
り
、其
の
外
の
一
釘
は
桙
立
の
本
に
打
ち
は
さ
め
た
り
。
大
僧
正（
済
信
）

の
云
く
「
進
み
寄
り
て
拝
し
奉
る
可
し
。
是
れ
然
る
可
し
」
て
へ
れ
ば
、
仍
て
愁
舁
し
て
礼
盤
を
立
て
、
其
の
上
に

登
り
て
堂
内
を
見
奉
ま
つ
る
。
墳
物
の
如
き
有
り
て
白
土
を
塗
る
。
高
さ
二
尺
余
許
り
な
り
。
今
思
ふ
に
又
三
尺
余

許
り
は
土
を
堀
る
か
。
合
せ
て
六
尺
許
り
か
。
初
め
件
の
廟
の
上
に
塔
を
造
る
。
野
火
の
為
に
燒
か
る
。
堂
を
造
ら

せ
令
む
る
其
の
年
紀
癸
亥
、
干
支
、
当
に
今
年
な
る
べ
し
。
彼
の
政
所
従
り
歩
み
行
き
て
参
入
す
。
退
帰
し
て
理
趣

三
昧
を
行
し
、
絵
図
を
供
養
す
。
天
気
朗
明
な
り
。

道
長
は
高
野
山
に
お
い
て
園
城
寺
長
吏
実
相
房
僧
正
心
誉
（
〜
一
〇
二
九
）
を
導
師
と
し
て
諷
誦
を
修
し
て
金
泥
『
法

華
経
』
一
巻
と
墨
字
『
理
趣
経
』
三
十
巻
を
供
養
し
、
次
い
で
金
剛
峯
寺
僧
に
よ
る
理
趣
三
昧
を
行
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、

廟
堂
の
戸
を
開
け
、
済
信
の
勧
め
に
よ
り
堂
内
を
見
る
と
墳
物
の
如
き
も
の
が
在
っ
た
と
い
う
。「
桙ほ

こ
だ
ち立

」
は
出
入
り
口

の
両
側
に
扉
の
収
ま
り
を
良
く
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
小
柱
の
こ
と
。
こ
の
桙
立
が
外
れ
倒
れ
て
御
廟
の
戸
が
開
い
た
。

奥
院
の
法
事
の
後
で
、
廟
堂
の
戸
が
開
か
れ
、
道
長
は
そ
の
内
部
を
拝
見
し
た
。「
礼
盤
の
上
に
昇
っ
て
堂
内
を
見
る
と

墳
の
如
き
物
が
あ
り
、白
土
を
塗
っ
て
あ
る
。
高
さ
二
尺
余
と
思
っ
た
が
、今
考
え
る
と
三
尺
ば
か
り
は
土
を
掘
っ
て
あ
り
、

高
さ
は
六
尺
ば
か
り
か
。
初
め
そ
の
廟
の
上
に
塔
を
造
ら
れ
て
い
た
が
、（
天
暦
六
年
）
野
火
の
た
め
に
焼
か
れ
た
。
廟
堂

を
造
ら
せ
（
出
来
）
た
の
は
癸
亥
の
歳
で
、今
年
の
干
支
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
。
癸
亥
の
歳
と
い
う
と
応
和
三
（
九
六
三
）

年
と
な
る
が
、
尚
祚
の
『
奥
院
興
廃
記
』
に
よ
れ
ば
天
徳
年
中
（
九
五
七
〜
九
六
一
）
の
再
興
と
さ
れ
て
お
り
（『
高
野
春
秋
』

で
は
天
徳
元
年
三
月
二
十
一
日
と
す
る
）、
応
和
三
年
に
は
奥
院
廟
堂
に
関
す
る
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
道
長
の
発
言
と
は
差
が
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あ
る
。
或
い
は
焼
亡
し
た
翌
年
の
天
暦
七
（
九
五
三
）
年
で
あ
れ
ば
癸
丑
歳
と
な
り
、
天
干
の
癸
は
一
致
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
或
い
は
そ
の
前
の
承
平
三
（
九
三
三
）
年
二
月
の
焼
亡
と
同
年
十
一
月
の
御
廟
塔
の
再
建
落
慶
供
養
の
こ
と
を

指
せ
ば
、
承
平
三
年
は
癸
巳
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
天
干
の
癸
は
一
致
す
る
が
亥
年
で
は
無
い
し
、
道
長
が
見
て
い
る
廟

堂
で
は
無
い
も
の
の
こ
と
を
言
う
と
も
思
わ
れ
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
道
長
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
道
長
は
廟
堂
内
の
墳
塔

を
見
た
だ
け
で
、
生
身
の
大
師
の
姿
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
の
道
長
の
見
た
墳
塔
の
様
子
は
、
遍
照
寺
僧
都
清
寿
（
九
五
九

〜
一
〇
一
六
）
の
『
弘
法
大
師
伝
』
や
『
建
立
修
行
縁
起
』
に
記
録
さ
れ
る
も
の
に
一
致
し
、
逆
に
『
弘
法
大
師
伝
』
の
記

録
の
正
確
さ
を
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
諷
誦
文
や
理
趣
三
昧
の
表
白
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
道
長
の
高
野
山
登
拝
の

意
図
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

『
金
剛
峯
寺
雑
文

（
３
） 』 

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
扈
従
僧
は
、
経
供
養
の
講
師
（
導
師
）
権
少
僧
都
心
誉
（
〜
一
〇
二
九
、
園
城

寺
）。
講
師
僧
正マ

マ

定
基
大
僧
都
（
九
七
五
〜
一
〇
三
三
、
園
城
寺
）、
永
昭
大
僧
都
（
九
八
九
〜
一
〇
三
〇
、
興
福
寺
）、
教
円
僧

都
（
七
八
〜
一
〇
四
七
、
延
暦
寺
）、
延
尋
僧
都
（
九
九
二
〜
一
〇
四
八
、
仁
和
寺
）、
長
者
座
主
仁
和
寺
大
僧
正
済
信
（
九
五
四

〜
一
〇
三
〇
）、
寺
家
別
当
（
検
校
）
相
寿
阿
闍
梨
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
扶
桑
略
記

（
４
） 』 

で
は
、
内
相
府
教
通
、
民
部
卿
俊
賢
、

中
宮
権
大
夫
能
信
、
修
理
権
大
夫
長
経
（
そ
の
他
）、
前
権
少
僧
都
心
誉
、
前
権
少
僧
都
永
円
（
九
八
〇
〜
一
〇
四
四
、
延
暦
寺
。

済
信
甥
）、
権
少
僧
都
定
基
、
権
少
僧
都
永
昭
（
九
八
九
〜
一
〇
三
〇
、
興
福
寺
）、
三
会
已
講
教
円
（
九
七
八
〜
一
〇
四
七
、
延

暦
寺
）、
他
都
て
十
六
人
が
「
緇
素
轡
を
並
べ
て
共
に
以
て
前
駆
け
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
名
前
を
上
げ
ら

れ
た
の
が
十
六
人
な
だ
け
で
あ
り
「
他
」
を
加
え
れ
ば
十
六
人
を
超
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
金
剛
峯
寺
雑
文
』
に
見
ら
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れ
る
済
信
や
延
尋
な
ど
の
真
言
宗
僧
が
外
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
『
扶
桑
略
記
』
作
者
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
実
際

に
扈
従
し
た
者
は
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
（
５
）』 

で
確
認
す
る
と
、
治
安
三
年
十
二
月
二
十
九
日
に
補
任
・
転
昇
し
た
人
物
が
複
数
見

え
る
。
こ
の
時
の
僧
位
・
僧
官
の
補
任 

・
転
昇
は
、
時
期
的
に
み
て
前
月
の
道
長
高
野
山
登
拝
の
賞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
①
禅
林
寺
大
僧
正
深
覚
（
九
五
三
〜
一
〇
四
三
）
は
僧
正
か
ら
大
僧
正
へ
転
昇
。
②
院
源
（
九
五
一
〜
一
〇
二
八
、
延
暦

寺
）
は
権
僧
正
か
ら
正
（
僧
正
）
へ
転
昇
、
法
務
と
な
る
。
③
慶
命
（
九
六
五
〜
一
〇
三
八
、
延
暦
寺
）
は
権
大
僧
都
か
ら
権

僧
正
へ
転
昇
。
④
林
懐
（
九
五
一
〜
一
〇
二
五
、
興
福
寺
）
は
権
大
僧
都
か
ら
正
（
大
僧
都
）
へ
転
昇
。
⑤
尋
円
（
九
七
七
〜

一
〇
三
一
、
延
暦
寺
）
も
権
大
僧
都
か
ら
正
（
大
僧
都
）
へ
転
昇
。
⑥
文
慶
（
九
六
九
〜
一
〇
四
八
、
延
暦
寺
）
は
権
少
僧
都
か

ら
権
大
僧
都
へ
転
昇
。
⑦
実
誓
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
、延
暦
寺
）
は
権
少
僧
都
か
ら
正
（
少
僧
都
）
へ
転
昇
。
⑧
懐
寿
（
九
七
〇

〜
一
〇
二
六
、
延
暦
寺
）
も
権
少
僧
都
か
ら
正
（
少
僧
都
）
へ
転
昇
。
⑨
尋
清
（
九
七
六
〜
一
〇
五
一
、
仁
和
寺
）
は
権
律
師

か
ら
正
（
律
師
）
へ
転
昇
。
⑩
経
理
（
九
五
四
〜
一
〇
二
九
、
興
福
寺
）
も
権
律
師
か
ら
正
（
律
師
）
へ
転
昇
。
⑪
仁
海
は
権

律
師
か
ら
権
少
僧
都
へ
転
昇
。
⑫
権
律
師
成
典
（
九
五
八
〜
一
〇
四
四
、
仁
和
寺
・
仁
海
の
付
法
）
は
東
寺
別
当
に
補
任
。
⑬

融
碩
（
九
六
四
〜
一
〇
三
三
、
興
福
寺
）
は
権
律
師
に
補
任
で
あ
る
が
已
講
労
と
さ
れ
る
。
⑭
教
円
は
法
橋
に
任
敍
。
こ
の

十
四
人
の
中
、
①
深
覚
②
院
源
⑭
教
円
の
三
人
は
『
金
剛
峯
寺
雑
文
』『
扶
桑
略
記
』
に
見
ら
れ
る
扈
従
僧
で
あ
る
。
ま

た
補
任
・
転
昇
し
て
い
な
い
心
誉
・
定
基
・
済
信
・
永
昭
・
延
尋
・
永
円
で
あ
る
が
、
心
誉
は
寛
治
二
（
一
〇
八
八
）
年

に
権
少
僧
都
辞
退
。
済
信
は
治
安
三
年
十
一
月
十
五
日
に
大
僧
正
辞
退
（
道
長
高
野
山
登
拝
か
ら
帰
っ
て
直
ぐ
）。
定
基
は
治
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安
元
年
に
律
師
か
ら
権
少
僧
都
へ
転
昇
し
て
い
る
。
永
昭
（
九
八
九
〜
一
〇
三
〇
、
興
福
寺
）
は
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
に

林
懐
大
僧
都
の
春
日
行
幸
賞
の
譲
で
権
少
僧
都
に
転
昇
し
て
い
る
。
延
尋
（
九
九
二
〜
一
〇
四
八
、
仁
和
寺
）
は
治
安
二
年

十
月
十
三
日
に
仁
和
寺
観
音
院
供
養
に
よ
り
院
別
当
で
あ
る
こ
と
の
賞
に
よ
り
権
律
師
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
永
円
は
治

安
元
年
に
権
少
僧
都
を
辞
退
し
て
い
る
。
融
碩
は
已
講
労
で
あ
る
か
ら
除
く
と
し
て
、
こ
の
時
に
補
任
・
転
昇
し
て
い
な

い
者
も
、
そ
の
直
前
に
昇
進
し
て
い
た
り
、
諸
職
を
辞
退
し
て
い
る
。
治
安
三
年
に
は
十
月
の
道
長
高
野
山
登
拝
以
外
に

大
き
な
事
件
は
見
ら
れ
ず
、
十
二
月
二
十
九
日
の
補
任
・
転
昇
は
、
道
長
高
野
山
登
拝
に
扈
従
し
た
賞
に
よ
る
も
の
と
み

な
し
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
中
で
高
野
山
で
の
修
行
を
記
録
さ
れ
る
の
は
仁
海
の
み
で
あ
る
。
伝
承
で
は
、
道
長
の
高
野
山
登
拝
を
唱

導
勧
進
し
た
の
は
仁
海
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
『
金
剛
峯
寺
雑
文（

６
）』 

や
経
範
（
一
〇
三
一
〜
一
一
〇
四
）
撰
『
弘
法
大

師
行
状
集
記
』
醍
醐
寺
古
写
本
奥
書（

７
）に

載
せ
る
「
大
殿
（
宇
治
殿
也
）
御
消
息
」
の
宛
所
が
「
小
野
法
印
御
房
」
で
あ
る

こ
と
に
よ
ろ
う
。
普
通
に
「
小
野
法
印
」
と
す
れ
ば
、
仁
海
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
仁
海
は
治
安
三
年
の
高
野

山
登
拝
時
点
で
未
だ
権
律
師
で
あ
り
、
法
印
（
僧
正
相
当
の
僧
位
）
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
「
小
野
法
印
御
房
」
に
相
当
す
る

人
物
は
い
な
い
。
則
ち
「
大
殿
御
消
息
」
が
後
世
の
偽
作
で
あ
り
、
後
に
法
印
と
な
っ
た
仁
海
を
、
そ
の
僧
位
を
遡
ら
せ

て
称
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
の
仁
海
作
の
『
秘
密
家
宗
体
要
文
』「
弘
法
大
師
伝
」
で
は
「
承
和
二
年
三
月
廿
一
日
入
定
す
。
長
元
五
年
壬
戌
に

至
る
ま
で
二
百
五
年
な
り
（
年
数
合
わ
ず
）」（
二
百
五
年
だ
と
長
暦
四
（
一
〇
四
〇
）
年
と
な
る
が
、
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
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だ
と
百
九
十
七
年
と
な
る
）
と
の
み
あ
る
。『
秘
密
家
宗
体
要
文
』
は
、
最
後
に
仁
海
の
伝
を
載
せ
て
お
り
、
空
海
の
「
入

定
」
を
記
録
す
る
弘
法
大
師
伝
と
し
て
は
、
清
寿
の
『
弘
法
大
師
伝
』
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
道
長
の
高
野
山
登
拝
よ
り

も
以
降
の
成
立
で
あ
り
、
記
述
自
体
は
僅
か
な
も
の
で
し
か
無
い
が
「
入
定
」
と
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

清
寿
と
仁
海
は
同
世
代
で
あ
り
、
年
齢
的
に
は
仁
海
の
方
が
僅
か
に
年
長
で
あ
る
が
、
仁
海
の
唱
導
が
清
寿
に
影
響
を
与

え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仁
海
は
、
若
い
頃
に
高
野
山
へ
上
り
天
野
検
校
雅
眞
（
〜
九
九
九
）
に
就
い
て
修
行
し
た

と
い
わ
れ
る
。
雅
真
の
入
室
と
も
さ
れ
る
が
、
永
祚
二
（
九
九
〇
）
年
に
仁
海
三
十
六
歳
で
醍
醐
寺
延
命
院
元
杲
（
九
一
四

〜
九
九
五
）
よ
り
灌
頂
受
法
し
、
そ
の
瀉
瓶
と
な
る
。
醍
醐
寺
を
中
心
に
活
動
し
た
仁
海
が
石
山
寺
僧
雅
真
の
入
室
の
弟

子
と
い
う
の
も
些
か
疑
問
が
あ
る
が
、
も
っ
と
も
雅
真
は
石
山
内
供
淳
祐
（
八
九
〇
〜
九
五
三
）
の
弟
子
石
山
寺
真
頼
（
〜

九
四
一
〜
）
よ
り
灌
頂
受
法
し
た
弟
子
と
さ
れ
る
石
山
寺
僧
で
あ
る
（
淳
祐
の
孫
弟
子
）。
淳
祐
は
、
自
身
が
病
弱
で
あ
っ
た

た
め
、
同
門
の
一
定
（
八
八
〇
〜
九
四
五
）
に
醍
醐
寺
座
主
職
を
譲
り
石
山
寺
に
籠
っ
た
と
さ
れ
る
。
石
山
寺
は
元
々
東
大

寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、
東
大
寺
東
南
院
と
醍
醐
寺
は
、
理
源
大
師
聖
宝
（
八
三
二
〜
九
〇
九
）
が
開
い
て
か
ら
一
体
で
あ

り
、
淳
祐
の
入
住
以
来
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
雅
真
が
自
身
の
師
で
あ
る
真
頼
の
兄
弟
子
で
あ
る
元

杲
に
仁
海
を
預
け
た
と
す
れ
ば
、
雅
真
の
入
室
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
高
野
山
と
関
係
し
た

仁
海
は
道
長
の
登
拝
に
扈
従
し
て
お
り
、
高
野
山
の
復
興
・
興
隆
の
た
め
に
大
師
入
定
信
仰
を
唱
導
し
て
い
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
或
い
は
直
接
に
仁
海
が
道
長
に
働
き
か
け
た
の
で
は
な
く
、
仁
海
か
ら
済
信
や
深
覚
へ

の
働
き
か
け
を
通
じ
て
道
長
に
高
野
山
登
拝
を
促
し
た
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
具
体
的
な
証
拠
は
無
い
。
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と
こ
ろ
で
道
長
が
高
野
山
奥
院
廟
堂
で
大
師
の
姿
を
拝
見
し
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
の
が
、
赤
染
衛
門
（
九
六
〇
頃
〜

一
〇
四
〇
頃
？
）
作
『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
五
「
う
た
が
ひ

（
８
） 」

で
あ
る
。

高
野
に
参
ら
せ
給
ひ
て
は
、
大
師
の
御
入
定
の
様
を
覗
き
見
奉
ら
せ
給
へ
ば
、
御
髮
青
や
か
に
て
、
奉
り
た
る

御
衣
い
さ
ゝ
か
塵
ば
み
煤
け
ず
、
鮮
か
に
見
え
た
り
。
御
色
の
あ
は
ひ
な
ど
ぞ
、
珍
か
な
る
や
。
た
ゞ
眠
り
給
へ

る
と
見
ゆ
。
あ
は
れ
に
弥
勒
の
出
世
龍
花
三
会
の
朝
に
こ
そ
は
驚
か
せ
給
は
め
と
見
え
さ
せ
給
ふ
。
大
師
、
承
和

二
年
三
月
廿
一
日
仁
明
天
皇
の
御
時
の
程
、
百
八
十
餘
年
に
や
な
ら
せ
給
ぬ
ら
ん
。
か
く
お
ぼ
し
至
ら
ぬ
隈
な
く
、

あ
は
れ
に
め
で
た
き
御
心
の
程
、
世
の
例
に
な
り
ぬ
べ
し
。

「
う
た
が
ひ
」
は
寛
仁
三
（
一
〇
一
九
）
年
の
条
で
あ
る
が
、
こ
の
大
師
御
廟
拝
見
の
記
事
は
、
道
長
の
様
々
な
御
仏
事

を
列
挙
す
る
中
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
記
述
で
は
な
い
。『
栄
花
物
語
』
の
成
立
は
道
長
没
後
で
あ

る
が
、
道
長
の
栄
華
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。
続
編
は
複
数
人
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、
正

編
は
赤
染
衛
門
の
作
と
さ
れ
る
。
赤
染
衛
門
は
大
江
匡
衡
（
九
五
二
〜
一
〇
一
二
）
の
妻
で
、
女
房
と
し
て
道
長
の
正
室
で

あ
る
源
倫
子
（
九
六
四
〜
一
〇
五
三
）
や
そ
の
女
の
藤
原
彰
子
（
九
八
八
〜
一
〇
七
四
）
に
仕
え
た
。
仁
海
と
も
同
世
代
で
あ

り
、
仁
海
の
唱
導
を
聴
く
機
会
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
仁
海
以
外
の
当
代
の
僧
侶
と
の
交
渉
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
道
長
の
高
野
山
登
拝
に
関
し
て
は
、
仁
海
と
の
関
係
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
藤
原
道
長
が
高
野

山
の
奥
院
に
詣
で
た
と
き
に
、
明
ら
か
に
大
師
の
生
身
入
定
の
お
姿
を
見
奉
っ
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
『
小

右
記
』
に
よ
れ
ば
、
道
長
は
廟
堂
内
の
墳
塔
を
見
た
だ
け
で
、
生
身
の
大
師
の
姿
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
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『
栄
花
物
語
』
は
生
身
の
大
師
を
拝
見
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
説
話
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の
『
小

右
記
』
の
記
事
の
み
を
も
っ
て
、
俵
谷
氏
の
よ
う
に
、
道
長
に
は
弘
法
大
師
入
定
信
仰
が
無
か
っ
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
同
時
代
の
清
寿
・
仁
海
の
弘
法
大
師
伝
か
ら
「
入
定
」
の
表
現
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
り
、『
栄
花
物
語
』

の
作
者
赤
染
衛
門
も
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
清
寿
の
記
録
す
る
墳
塔
は
、
弘
法
大
師
の
生
身
入
定
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

道
長
・
清
寿
・
仁
海
・
赤
染
衛
門
な
ど
の
人
的
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
当
時
の
貴
顕
の
人
々
と
東
寺
長
者
・
凡
僧

別
当
等
、
或
い
は
仁
和
寺
・
醍
醐
寺
僧
、
僧
綱
と
の
交
流
は
、
彼
等
の
間
に
弘
法
大
師
の
生
身
入
定
信
仰
に
つ
い
て
、
少

な
く
と
も
知
識
と
し
て
の
共
有
は
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
先
行
研
究
の
中
で
道
長
高
野
山
登
拝
の
記
録
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
『
扶
桑
略
記
』
で
あ
る
が
、
寛
治
八

（
一
〇
九
四
）
年
以
降
、
嘉
承
元
（
一
一
〇
六
）
年
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
（
も
っ
と
遅
い
可
能
性
も
あ
る
か
と
考
え
る
が
）。
天

台
宗
延
暦
寺
僧
の
撰
と
さ
れ
て
き
た
が
、
園
城
寺
系
僧
の
作
と
す
る
説

（
９
）が

あ
る
。
そ
の
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
十
月
廿

三
日
癸
未
条

A
C
B

に
は
、

払
暁
、
廟
堂
に
詣
づ
（
大
寺
を
去
る
こ
と
五
十
許
町
な
り
）。
於
是
に
山
窟
の
雲
曙
れ
、
漢
天
の
雨
晴
れ
る
。『
法
華

経
』
一
部
、『
般
若
理
趣
経
』
卅
巻
を
供
養
す
。
権
少
僧
都
心
誉
を
講
師
と
為
す
（
今
、
事
情
を
案
ず
る
に
、
弘
法
大
師

は
密
教
の
祖
師
、
智
証
大
師
の
外
舅
な
り
。
今
の
講
師
は
智
証
の
門
徒
、
顕
密
に
兼
ね
長
ず
。N

す
る
所
、
故
有
り
）
演
説
の

詞
、
富
楼
那
を
伝
へ
、
顕
密
の
道
、
疑
関
の
霧
開
く
。
僧
正
、
申
さ
れ
て
云
く
「
大
師
入
定
の
後
、
漸
く
二
百
年
に

な
ら
ん
と
す
。
廟
堂
の
戸
、
殊
に
開
闔
せ
ず
。
而
る
に
先
年
、
石
山
僧
淳
祐
と
い
う
者
有
り
。
一
念
に
安
住
す
る
こ
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と
、
斯
を
以
て
百
日
。
午
時
、
廟
堂
の
戸
、
人
無
く
し
て
少
し
く
開
く
」。
禅
下
、
深
く
此
の
語
を
信
じ
、
観
念
の
中
、

廟
戸
の
桙
立
、
自
ら
以
て
之
れ
を
仆
す
。
満
座
の
眼
、
忽
ち
に
以
て
之
れ
に
驚
く
。
瑞
相
の
感
、
此
に
於
て
之
れ
を

現
ず
。
此
の
簡
、
左
衛
門
督
、
追
っ
て
以
て
参
上
す
。
申
時
、
大
寺
に
帰
御
す
。
中
使
蔵
人
右
馬
権
助
源
資
通
、
来

た
り
て
天
書
を
伝
ふ
。

と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
廟
堂
の
戸
が
開
い
て
道
長
が
中
を
見
た
こ
と
に
つ
い
て
、
淳
祐
が
一
念
に
安
住
し
て
（
祈
誓
し

た
所
）
人
無
く
し
て
開
い
た
と
い
う
故
実
が
語
ら
れ
、
道
長
は
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
観
念
す
る
と
、
廟
戸
の
桙
立
が
自
然

に
倒
れ
て
（
戸
が
開
い
た
）
と
い
う
。
真
言
宗
の
伝
承
で
は
、
淳
祐
が
高
野
山
奥
院
に
登
拝
し
た
の
は
、
師
の
般
若
寺
僧

正
観
賢
（
八
五
三
〜
九
二
五
）
が
、
弘
法
大
師
の
大
師
号
宣
下
の
報
告
と
天
皇
よ
り
賜
っ
た
衣
を
御
廟
へ
屆
け
る
の
に
随
従

し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
観
賢
が
祈
誓
し
て
扉
を
開
い
た
が
、
淳
祐
は
ま
ぶ
し
く
て
大
師
の
姿
を
拝
見
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
観
賢
が
淳
祐
の
手
を
取
っ
て
大
師
の
膝
に
触
ら
せ
た
。
そ
れ
か
ら
淳
祐
の
手
は
良
い
薫
り
が
し
て
失
せ
な
か
っ
た
、

と
さ
れ
る
。
こ
の
淳
祐
の
話
は
伝
兼
意
『
弘
法
大
師
御
伝
』
に
見
ら
れ
る
。

延
喜
の
御
時
、
大
師
、
御
夢
想
を
示
し
て
、
衣
装
を
送
り
賜
る
可
し
て
へ
り
。
茲
に
因
っ
て
檜
皮
色
の
御
裝
束

一
裹
を
調
え
、
観
賢
僧
正
を
以
て
、
高
野
の
御
廟
に
送
り
奉
つ
被
る
。
勅
命
を
奉
て
其
の
禅
窟
を
開
い
て
、
大
師

の
慈
顔
を
拝
せ
ん
と
欲
ふ
の
処
、
蒙
霧
を
隔
て
る
如
く
に
し
て
真
容
を
見
る
こ
と
無
し
。
爰
に
僧
正
、
悲
涙
禁
じ

難
く
、
即
ち
懺
謝
し
て
曰
く
「
吾
、
五
欲
の
境
に
生
ず
と
雖
も
、
更
に
違
犯
無
し
。
盍
ぞ
御
体
を
見
ざ
ら
ん
や
」
と
。

屡
々
懺
悔
を
致
す
に
、
し
ば
ら
く
あ
っ
て
月
の
濛
霧
を
出
る
が
如
く
、
貌
の
明
鏡
に
浮
か
ぶ
が
如
く
、
容
儀
厳
然
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と
し
て
龕
窟
の
中
に
顕
は
る
。
頭
髪
長
く
生
じ
て
、
衣
服
破
れ
損
す
。
希
有
の
想
を
作
し
て
、
忝
な
く
も
御
髪
を

剃
除
し
、
御
装
束
を
着
せ
奉
ら
む
と
し
て
、
思
慮
を
廻
ら
す
の
間
、
微
風
出
来
し
て
、
本
の
御
装
束
、
散
じ
失
せ
ぬ
。

更
に
新
衣
を
着
せ
令
む
。
僧
正
思
惟
す
ら
く
、
吾
、
宿
報
の
至
り
て
拙
く
、
大
師
の
在
世
に
値
ひ
奉
ら
ず
。
但
し
、

機
縁
有
り
て
、今
聖
顔
を
拝
す
。
是
れ
幸
せ
な
り
。
吾
、猶
以
て
見
奉
り
難
し
。
況
ん
や
末
代
の
弟
子
に
於
て
を
や
。

仍
て
堅
く
禅
窟
を
閉
ざ
し
、
永
く
開
く
可
か
ら
ず
、
と
云
云
。

石
山
寺
の
淳
祐
内
供
は
、
僧
正
の
入
室
な
り
。
僧
正
に
祗
候
し
て
、
恐
れ
な
が
ら
大
師
の
膝
を
摩
し
奉
る
。
其

の
手
掌
、
余
薫
有
っ
て
数
日
失
せ
ず
。

件
の
事
、香
隆
寺
僧
正
、広
沢
僧
正
に
伝
え
語
る
。
其
の
後
、僧
正
、御
廟
に
参
詣
す
。
拝
見
の
志
を
祈
請
す
る
に
、

夢
中
に
於
て
其
の
全
身
を
示
す
。
此
の
事
、
正
し
く
官
の
日
記
の
中
に
在
り
、
と
云
云
。

こ
こ
で
は
御
廟
の
戸
を
開
い
た
の
は
観
賢
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
観
賢
に
よ
る
奥
院
御
廟
開
扉
の
話
は
、
淳
祐
の

話
を
伴
わ
な
い
形
で
、
そ
れ
以
前
に
経
範
（
一
〇
三
一
〜
一
一
〇
四
）
の
『
弘
法
大
師
行
状
集
記
』
や
聖
賢
（
一
〇
八
三
〜

一
一
四
七
）
の
『
高
野
大
師
御
広
伝
』、
或
い
は
『
今
昔
物
語
』
に
見
ら
れ
た
（『
今
昔
物
語
』
と
『
弘
法
大
師
御
伝
』
の
ど
ち

ら
が
早
い
か
は
分
か
ら
な
い
が
）。
真
言
宗
系
で
淳
祐
の
話
が
登
場
す
る
の
は
『
弘
法
大
師
御
伝
』
か
ら
で
あ
る
。『
弘
法
大

師
御
伝
』
は
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
で
は
兼
意
撰
と
さ
れ
る
が
、
和
田
昭
夫
（
秀
乗
）
氏

A
D
B

に
よ
れ
ば
、
大
須
真
福
寺
文
庫

本
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
作
者
不
詳
（
金
剛
資
某
の
作
）
で
、
仁
平
二
（
一
一
五
二
）
年
の
成
立
と
さ
れ
る
。『
扶
桑
略
記
』
よ

り
も
遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
（『
扶
桑
略
記
』
の
成
立
が
通
説
よ
り
も
遅
け
れ
ば
、『
弘
法
大
師
御
伝
』
の
方
が
早
い
可
能
性
も
あ
る
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の
で
は
な
い
か
）、『
行
状
集
記
』
の
成
立
は
『
扶
桑
略
記
』
よ
り
前
だ
と
思
わ
れ
る
。
観
賢
が
奥
院
へ
大
師
号
宣
下
の
報
告

を
し
た
こ
と
は
、『
扶
桑
略
記
』
作
者
に
も
既
に
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
観
賢
の
御
廟
開
扉
が
語
ら
れ
る

こ
と
が
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
淳
祐
の
御
廟
開
扉
説
話
は
、
淳
祐
が
観
賢
に
随
従
し
て
登
拝
し
た
話
を
元

に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
観
賢
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
淳
祐
の
み
を
語
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
唐
突

す
ぎ
る
。『
扶
桑
略
記
』
が
、
観
賢
の
御
廟
開
扉
で
は
無
く
、
殊
更
に
弟
子
の
淳
祐
の
話
に
す
る
の
は
、
真
言
宗
僧
の
大
師

号
宣
下
に
悉
く
反
対
し
て
き
た
天
台
宗
僧
と
し
て
は
、「
弘
法
大
師
」
の
大
師
号
に
も
触
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、

と
も
推
測
し
て
お
く
。
ま
た
同
時
に
、
淳
祐
が
大
師
の
膝
に
触
れ
た
話
は
『
行
状
集
記
』
に
は
語
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の

時
期
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
『
行
状
集
記
』
以
降
、
廟
堂
内
の
墳
塔
を
造
営
し
た

の
が
真
然
で
は
無
く
、
観
賢
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
真
然
に
よ
る
造
営
と
す
る
と
、
観
賢
が
御
廟
を
開
扉
し
た
時
に
大
師

の
お
姿
を
直
ぐ
に
拝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
も
の
か
。
ど
ち
ら
に
し
ろ
道
長
登
拝
時
の
御

廟
開
扉
も
、
観
賢
や
淳
祐
の
御
廟
開
扉
も
、
大
師
の
入
定
よ
り
も
遙
か
に
後
代
に
な
っ
て
、
そ
の
生
き
た
姿
を
拝
見
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
も
大
師
が
生
き
て
高
野
山
に
お
わ
す
こ
と
を
語
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
弘
法
大
師
の
生
身
入
定
と
摩
訶
迦
葉

弘
法
大
師
の
入
定
を
生
身
の
入
定
と
し
て
捉
え
る
と
、
弥
勒
菩
薩
（
如
来
）
の
下
生
に
関
わ
っ
て
語
ら
れ
る
摩
訶
迦
葉
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の
入
定
説
話
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
釈
尊
の
弟
子
で
あ
る
摩
訶
迦
葉
は
、
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
菩
薩
の
下
生
成
道
の
時
に
、

釈
尊
付
嘱
の
袈
裟
を
弥
勒
如
来
へ
伝
え
る
た
め
に
鶏
足
山
の
洞
窟
に
入
定
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
が
生
身
の
入
定
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
摩
訶
迦
葉
の
入
定
は
弥
勒
の
下
生
に
伴
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
十
世
紀
終
わ
り
か

ら
十
一
世
紀
の
始
め
、
藤
原
道
長
登
場
前
後
に
お
け
る
弥
勒
上
生
信
仰
か
ら
下
生
信
仰
へ
の
展
開
は
、
既
に
多
く
の
研
究

者
が
指
摘
し
、
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
そ
の
状
況
下
で
、
摩
訶
迦
葉
の
入
定
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、

人
々
に
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
し
時
代
が
下
が
る
が
、
弘
法
大
師
伝
の
中
で
摩
訶
迦
葉
の
入
定
を
語
る
の
が
経
範
（
一
〇
三
一
～
一
一
〇
四
）
の
『
弘

法
大
師
行
状
集
記

A
E
B

』 

で
あ
る
。

　

御
入
定
の
条
第
九
十
八

伝
に
曰
く
（
中
略
）
或
る
伝
に
云
く
、
然
れ
ば
則
ち
、
大
寺
の
艮
の
角
従
り
入
る
こ
と
三
十
六
町
に
し
て
、
入
定

の
処
を
卜
せ
り
。
兼
日
従
り
之
れ
を
営
修
す
。
其
の
期
、
兼
ね
て
十
日
、
四
時
に
行
法
す
。
其
の
間
、
御
弟
子
等
、

共
に
弥
勒
の
宝
号
を
唱
ふ
。
時
剋
に
至
り
て
原
語
を
止
め
、
結
跏
趺
坐
し
て
大
日
の
定
印
を
作
し
て
、
奄
然
と
し
て

入
定
し
た
ま
ふ
。（
中
略
）
末
代
の
弟
子
、
竊
に
以
れ
ば
、
月
支
の
迦
葉
尊
者
は
形
を
鶏
足
に
隠
し
、
応
化
の
付
嘱
を

受
け
て
慈
尊
の
出
世
を
期
す
。
日
域
の
弘
法
大
師
は
、
身
を
高
野
に
蔵
し
て
法
身
の
秘
教
を
伝
え
へ
て
竜
華
の
三
会

を
待
つ
。

『
行
状
集
記
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
師
の
伝
記
や
諸
書
を
引
用
し
な
が
ら
「
或
る
伝
に
云
く
」
と
し
て
、
大
寺
の
艮
（
う
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し
と
ら
、
東
北
の
方
）
の
角
か
ら
三
十
六
町
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
を
入
定
の
処
と
し
て
卜
い
、
造
営
修
造
す
る
あ
い
だ
十
日

間
、（
大
師
は
）
四
時
の
行
法
を
修
さ
れ
、
弟
子
達
は
弥
勒
の
宝
号
を
唱
え
た
。
時
刻
が
来
て
言
語
を
止
め
、
結
跏
趺
坐
し
、

大
日
の
定
印
を
結
ば
れ
て
入
定
さ
れ
た
。
時
に
承
和
二
年
三
月
二
十
一
日
寅
の
時
で
あ
る
。
目
を
閉
じ
て
い
る
以
外
は
生

身
の
如
く
で
あ
り
、
七
七
日
忌
に
な
っ
て
弟
子
達
が
拝
見
す
る
と
、
顔
色
が
変
わ
ら
ず
、
鬢
髪
が
伸
び
て
い
た
の
で
、
こ

れ
を
剃
り
除
い
て
衣
を
整
え
、
石
で
壇
を
築
き
、
云
々
と
い
う
清
寿
の
『
弘
法
大
師
伝
』
や
『
建
立
修
行
縁
起
』
と
同
様

な
話
を
記
す
。
た
だ
こ
こ
で
引
か
れ
る
「
或
る
書
」
の
「
大
寺
の
艮
の
角
従
り
入
る
こ
と
三
十
六
町
に
し
て
、
入
定
の
処

を
卜
せ
り
。
兼
日
従
り
之
れ
を
営
修
す
。
云
々
」
と
い
う
奥
院
の
場
所
に
関
す
る
記
事
は
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
本
書
で
は
、
末
代
の
弟
子
達
が
密
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
、
月
支
（
実
に
は
天
竺
・
イ
ン
ド
）
の
迦
葉
尊
者
は
形

を
鶏
足
山
に
隠
し
、応
化
（
釈
尊
）
の
付
嘱
を
受
け
て
慈
尊
（
弥
勒
菩
薩
）
の
出
世
を
期
し
、日
域
（
日
本
）
の
弘
法
大
師
は
、

身
を
高
野
に
蔵
し
て
、法
身
の
秘
教
を
伝
え
、竜
華
三
会
を
待
つ
、と
す
る
。
更
に
大
師
が
弟
子
達
に
告
げ
た
遺
言
と
し
て
、

慈
尊
下
生
の
時
に
は
定
よ
り
出
て
（
弥
勒
の
下
に
）
伺
候
し
て
、
吾
（
大
師
）
の
先
蹤
を
見
る
べ
し
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は

弥
勒
下
生
（
の
五
十
六
億
七
千
万
年
の
後
）
ま
で
、
大
師
が
生
身
の
ま
ま
入
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
弘
法
大
師
の
入
定
と
摩
訶
迦
葉
の
入
定
と
を
並
べ
る
資
料
と
し
て
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
『
梁
塵

秘
抄
』
の
次
の
一
首
で
あ
る

A
F
B

。

①
三
会
の
曉
待
つ
人
は
、
所
を
占
め
て
ぞ
お
は
し
ま
す
、
鶏
足
山
に
は
摩
訶
迦
葉
や
、
高
野
の
山
に
は
大
師
と
か

『
梁
塵
秘
抄
』は
後
白
河
法
皇(

一
一
二
七
〜
一
一
九
二)

の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
今
様
集
で
あ
り
、治
承
四（
一
一
八
〇
）
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年
前
後
に
成
立
し
た
。
し
か
し
今
様
は
、
平
安
中
期
（
摂
関
期
）
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
庶
民
に
流
行
し
た
歌
謡
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
仏
教
的
知
識
が
庶
民
に
広
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
僧
侶
や
公
卿
な
ど
の
知
識
階

級
に
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
梁
塵
秘
抄
』
の
中
で
、
大
師
の
入
定
は
摩
訶
迦
葉
と
並

べ
て
語
ら
れ
る
こ
の
一
首
し
か
な
い
の
に
対
し
て
、
摩
訶
迦
葉
の
入
定
を
詠
う
今
様
は
更
に
外
に
五
首
あ
る
。

②
釈
迦
の
説
法
終
は
り
な
ば
、
摩
訶
や
迦
葉
の
大
阿
羅
漢
、
鶏
足
山
よ
り
慈
尊
の
、
出
で
た
ま
は
う
世
に
参
り
会

は
む

③
迦
葉
尊
者
の
石
の
室
、
祇
園
精
舍
の
鐘
の
声
、
醍
醐
の
山
に
は
仏
法
僧
、
鶏
足
山
に
は
法
の
声

④
迦
葉
尊
者
の
禅
定
は
、
鶏
足
山
の
雲
の
上
、
春
の
霞
み
し
竜
華
会
に
、
付
嘱
の
衣
を
伝
ふ
な
り

⑤
迦
葉
尊
者
あ
は
れ
な
り
、
付
嘱
の
衣
を
頂
き
て
、
鶏
足
山
に
篭
り
居
て
、
竜
華
の
曉
待
ち
た
ま
ふ

⑥
迦
葉
尊
者
の
石
の
室
、
入
る
に
つ
け
て
ぞ
恥
づ
か
し
き
、
縁
執
尽
き
ざ
る
身
に
し
あ
れ
ば
、
袂
に
花
こ
そ
止
ま

る
な
れ

こ
の
⑥
の
歌
は
「
鶏
足
山
」
が
出
て
こ
な
い
が
「
石
の
室
」
が
そ
れ
を
指
す
。
ま
た
「
縁
執
尽
き
ざ
る
身
」
は
般
涅

槃
す
る
前
の
生
身
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
弘
法
大
師
に
つ
い
て
は
、

⑦
大
師
の
住
所
は
何
処
ど
こ
ぞ
、
伝
教
慈
覚
は
比
叡
の
山
、
横
川
の
御
廟
と
か
、
智
証
大
師
は
三
井
寺
に
な
、
弘

法
大
師
は
高
野
の
御
山
に
ま
だ
坐お

わ

し
ま
す

と
い
う
一
首
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
廟
の
場
所
を
い
う
だ
け
で
、「
ま
だ
坐
し
ま
す
」
が
入
定
を
い
う
の
か
に
つ
い
て
は
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ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。
も
っ
と
も
『
梁
塵
秘
抄
』
は
本
来
十
巻
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
今
に
残
る
の
は
そ
の
十
分
の
一
程

度
し
か
な
く
、
大
半
は
失
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
比
較
は
あ
ま
り
意
味
の
無
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
今
様

は
摂
関
期
頃
か
ら
流
行
し
た
と
さ
れ
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
末
ま
で
の
も
の

を
含
む
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
で
の
例
で
も
、
摩
訶
迦
葉
の
入
定
説
話
が
、
弘
法
大
師
の
入
定
説

話
よ
り
も
早
く
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
速
水
侑
氏
は
、
下
生
信
仰
の
普
及
の
証
拠
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
今
様
を
上
げ
る
が
、
生
身
入
定
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
弘
法
大
師
入
定
信
仰
に
も
触
れ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
摩
訶
迦
葉
の
入
定
が
山
中
に
お
け
る
生
身
入
定
で
あ
り
、
弥
勒
下
生
を
待
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
弘
法

大
師
の
入
定
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
の
影
響
も
無
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

こ
こ
で
中
世
説
話
集
の
中
で
は
古
い
『
注
好
選
』
に
は
、
弘
法
大
師
の
入
定
説
話
は
無
く
、
迦
葉
の
入
定
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
あ
る

A
G
B

。

　
　

迦
葉
尊
者
は
霊
山
に
蔵
る　

第
四
十
三

迦
葉
、
如
来
付
嘱
の
袈
裟
を
畳
み
て
、
錫
杖
を
持
ち
て
霊
鷲
山
の
頂
き
に
至
り
て
、
誓
ひ
て
云
く
「
我
が
身
、

替
わ
ら
ず
、
変
壊
せ
ず
し
て
、
此
の
身
な
が
ら
山
中
に
入
り
、
弥
勒
の
出
世
に
居
て
、
尺
迦
の
御
弟
子
と
称
し
て
、

此
の
袈
裟
を
奉
ら
む
」
と
。
即
ち
山
中
に
入
り
て
後
、
山
合
ふ
こ
と
故
の
如
し
。
是
を
以
て
、
迦
葉
が
身
は
滅
せ

ざ
る
な
り
。

こ
の
説
話
で
は
「
鶏
足
山
」
で
は
な
く
「
霊
鷲
山
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
野
逹
氏
の
校
注
で
は
、『
大
智
度
論
』
系
が
「
霊
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鷲
山
（
耆
闍
崛
山
）」
と
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
今
野
氏
の
「
注
好
選　

解
説

A
H
B

」 

に
よ
れ
ば
、『
注
好
選
』
は
『
今
昔

物
語
』
の
材
料
と
さ
れ
た
、
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
の
説
話
集
で
、
弘
法
大
師
作
と
の
伝
承
が
あ
り
、
中
世
に

利
用
さ
れ
た
（
弘
法
大
師
御
作
と
な
れ
ば
、
大
師
の
入
定
説
話
が
語
ら
れ
な
い
の
も
当
た
り
前
で
あ
る
が
）。
現
存
写
本
は
金
剛
寺

本
系
統
と
東
寺
本
系
統
が
あ
る
が
、
金
剛
寺
本
が
原
初
形
態
と
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
早
い
説
話
集
で
あ
る
源
為
憲
（
？
〜

一
〇
一
一
）
撰
『
三
宝
絵
』
に
は
弘
法
大
師
入
定
説
話
は
勿
論
、
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
『
今
昔
物
語
』
に
な
る
と
弘
法
大
師
入
定
説
話

A
I
B

と
、『
慈
恩
伝
』
に
見
ら
れ
る
入
定
の
比
丘
の
話

A
J
B

と
を
上
げ
る
も
の
の
、

摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
説
話
集
か
ら
見
れ
ば
、
十
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
め

ま
で
の
間
に
は
、
弘
法
大
師
入
定
説
話
よ
り
も
以
上
に
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
が
広
ま
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
弘
法
大
師
入

定
説
話
の
普
及
と
共
に
、
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
は
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

四
、
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
の
日
本
伝
来

そ
れ
で
は
弥
勒
下
生
信
仰
と
結
び
付
い
た
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
は
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
日
本
の
説
話
集
に
情
報
を
提
供
し
た
中
国
で
作
ら
れ
た
経
論
の
要
文
集
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
要
文
集
は
ま
た
教
理
的
著
作
や
論
義
の
場
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
そ
こ
に
要
文
を
収
録
さ
れ

た
経
論
も
、
学
僧
達
に
は
研
究
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
在
俗
の
知
識
人
達
が
接
す
る
と
な
れ
ば
、
や
は
り
要
文
集
と
い
う
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こ
と
に
な
ろ
う
。
南
都
三
会
や
藤
氏
長
者
・
院
な
ど
の
法
会
に
公
請
さ
れ
る
学
匠
（
僧
侶
）
で
あ
れ
ば
、
要
文
を
引
か
れ

た
元
の
経
論
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
に
お
け
る
入
定
に
つ
い

て
、
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
唐
の
弁
機
撰
『
大
唐
西
域
記

A
K
B

』
に
は
、

迦
葉
、
旨
を
承
っ
て
正
法
を
住
持
す
。
結
集
既
に
已
り
第
二
十
年
に
至
る
。
世
の
無
常
を
厭
ひ
将
に
寂
滅
に
入
ら

む
と
す
。
乃
ち
鶏
足
山
に
往
き
、
山
陰
に
し
て
上
る
。（
中
略
）
既
に
三
峰
之
中
に
入
り
、
仏
の
袈
裟
を
捧
げ
て
立
つ
。

願
力
を
以
て
の
故
に
三
峰
斂
し
覆
ふ
。
故
に
今
、
此
の
山
三
脊
隆
起
す
。
当
来
慈
氏
世
尊
の
世
に
興
る
や
、
三
会
説

法
の
後
、余
の
無
量
の
憍
慢
の
衆
生
有
り
て
将
に
此
の
山
に
登
ら
む
と
し
、迦
葉
の
所
に
至
る
。
慈
氏
、弾
指
す
る
に
、

山
峰
自
ず
と
開
く
。
彼
の
諸
衆
生
、
既
に
迦
葉
を
見
て
更
に
憍
慢
を
増
す
。
時
に
大
迦
葉
、
衣
を
授
け
辞
を
致
し
礼

敬
し
已
畢
り
て
、身
虚
空
に
昇
り
、諸
々
の
神
変
を
示
し
、化
し
て
火
を
も
っ
て
身
を
焚
き
、遂
に
寂
滅
に
入
る
。
云
々
」

ま
た
元
魏
の
吉
迦
夜
共
曇
曜
訳
『
付
法
蔵
因
縁
伝

A
L
B

』
に
は
、

こ
こ
に
迦
葉
、
鶏
足
山
に
至
り
、
草
敷
の
上
に
跏
趺
し
て
坐
し
、
是
の
願
を
作
し
て
言
く
。
今
、
我
が
此
の
身
に

仏
所
与
の
糞
掃
之
衣
を
著
す
。
自
ら
己
の
鉢
を
持
し
、乃
ち
弥
勒
に
至
る
ま
で
朽
壊
せ
令
め
不
。（
中
略
）こ
こ
に
阿
難
、

阿
闍
世
王
と
共
に
鶏
足
山
に
向
ふ
。
王
、既
に
山
に
到
り
已
り
、自
か
ら
開
闢
す
。
迦
葉
、中
に
在
り
て
全
身
散
ぜ
ず
。

曼
陀
羅
花
を
以
て
其
の
上
を
覆
ふ
。（
中
略
）阿
難
の
言
し
て
曰
く
、摩
訶
迦
葉
は
定
に
住
す
る
身
を
以
て
弥
勒
を
待
つ
。

焼
く
得
可
か
ら
ず
。
弥
勒
出
づ
る
時
、当
将
に
徒
衆
九
十
六
億
、此
の
山
上
に
至
り
て
迦
葉
を
見
る
。
時
に
弥
勒
の
衆
、
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皆
是
の
念
を
作
す
。
釈
迦
如
来
の
弟
子
、
身
形
卑
陋
な
る
こ
と
此
の
若
し
。
彼
の
仏
、
ま
た
当
に
斯
れ
と
異
り
無
し
。

こ
こ
に
迦
葉
、
身
虚
空
に
踊
り
て
十
八
変
を
作
し
、
変
じ
て
大
形
と
為
り
て
世
界
に
充
満
す
。
時
に
弥
勒
仏
、
即
ち

迦
葉
に
就
い
て
僧
伽
梨
を
取
る
。
是
の
時
、
大
衆
、
其
の
神
力
を
見
る
。

ま
た
鶏
足
山
で
は
無
く
、
耆
闍
崛
山
（
霊
鷲
山
）
に
入
定
し
た
と
す
る
の
が
『
大
智
度
論

A
M
B

』 

で
あ
る
。

尊
者
摩
訶
迦
葉
、
今
日
、
無
余
涅
槃
に
入
る
。
諸
々
の
貴
人
、
是
の
語
を
聞
き
、
皆
大
い
に
愁
憂
し
て
言
は
く
「
仏

已
に
滅
度
す
。
摩
訶
迦
葉
、
仏
法
を
持
護
し
て
、
今
日
、
復
無
余
涅
槃
に
入
ら
む
と
欲
ふ
」
と
。
諸
々
の
貴
人
、
諸
々

の
比
丘
、
時
に
皆
共
に
耆
闍
崛
山
に
集
る
。
長
老
摩
訶
迦
葉
、
時
に
禅
定
従
り
起
ち
て
衆
中
に
入
り
、
坐
し
て
無
常

を
讃
説
す
。（
中
略
）
此
の
語
を
説
き
竟
っ
て
、
仏
従
り
得
る
所
の
僧
梨
を
著
け
、
衣
鉢
を
持
し
杖
を
捉
え
、
金
翅
鳥

の
如
く
虚
空
に
上
昇
し
四
種
の
身
儀
を
坐
臥
行
住
に
現
ず
。（
雄
略
）
耆
闍
崛
山
の
頭
に
於
て
、
衣
鉢
と
與
に
是
の
願

を
作
し
て
言
く
、
我
が
身
を
し
て
不
壊
な
ら
令
め
、
弥
勒
成
仏
の
と
き
、
我
が
是
の
骨
身
を
も
て
還
り
出
で
、
此
の

因
縁
を
以
て
衆
生
を
度
せ
む
。
是
く
の
如
く
思
惟
し
已
り
、
直
ち
に
山
頭
の
石
内
に
入
る
。
軟
埿
に
入
る
が
如
く
、

入
り
已
り
て
山
還
合
す
。（
中
略
）
時
に
弥
勒
仏
出
づ
。（
中
略
）
是
の
時
に
衆
生
、弥
勒
仏
の
出
世
を
聞
き
て
、無
量
の
、

人
仏
に
随
ひ
て
出
家
す
。
仏
、
大
衆
の
中
に
在
り
。
初
め
の
説
法
の
時
、
九
十
九
億
人
、
阿
羅
漢
道
を
得
て
、
六
通

を
具
足
す
。
第
二
の
大
会
（
中
略
）
第
三
大
会
（
中
略
）
是
れ
自
り
已
後
、
無
数
の
人
を
度
す
。
爾
の
時
、
人
民
久
し

く
後
に
懈
厭
す
。
弥
勒
仏
、
衆
人
の
是
く
の
如
く
な
る
を
見
て
、
足
の
指
を
以
て
耆
闍
崛
山
を
扣
き
開
く
。
是
の
時
、

長
老
摩
訶
迦
葉
、
骨
身
に
僧
伽
梨
を
著
け
て
出
で
、
弥
勒
の
足
を
礼
す
。
虚
空
に
上
昇
し
て
変
を
現
ず
る
こ
と
前
の
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如
し
。
即
ち
空
中
に
身
を
滅
し
て
般
涅
槃
す
。

『
大
智
度
論
』
の
摩
訶
迦
葉
入
定
説
話
で
は
、
場
所
が
耆
闍
崛
山
（
霊
鷲
山
）
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
摩
訶
迦
葉
の
出
定

は
竜
華
三
会
の
後
と
さ
れ
て
い
て
、
よ
く
知
ら
れ
た
話
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。『
注
好
選
』
以
外
に
引
か
れ
な
い
の
は
、

日
本
で
は
あ
ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
要
文
集
で
は
無
い
が
、
日
本
で
も
良
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
要
文
集
と
し
て
は
、
梁
の
僧
旻
・

宝
唱
等
集
『
経
律
異
相

A
N
B

』
で
は
『
阿
育
王
経
』
第
七
巻

A
O
B

を
引
き
「
迦
葉
結
法
蔵
竟
入
鶏
足
山
待
弥
勒
仏
四
」
と
す
る
。

迦
葉
、法
蔵
を
結
し
竟
り
て
鶏
足
山
に
入
る
。
破
し
て
三
分
と
す
。
中
に
草
布
地
を
鋪
き
、即
ち
自
か
ら
思
惟
し
、

身
を
語
り
て
言
く
、
如
来
、
昔
糞
掃
衣
を
以
て
汝
を
覆
蔽
す
。
乃
至
弥
勒
法
蔵
の
為
に
応
に
此
に
住
す
べ
し
。
因

説
の
偈
に
言
く

我
、
神
通
力
を
以
て　

当
に
此
の
身
を
知
る　

糞
掃
衣
を
以
て
覆
ひ　

弥
勒
の
出
世
に
至
る　

時
に
我
、
弥
勒

の
為
に　

諸
弟
子
を
教
化
す
、

即
ち
三
た
び
三
昧
を
起
つ
。
一
に
涅
槃
に
入
り
三
山
を
以
て
身
を
覆
ふ
が
如
し
。
子
の
母
の
腹
に
入
る
が
如
し
。

自
か
ら
失
壊
せ
ず
。（
中
略
）
三
に
阿
難
、
来
り
て
開
を
山
く
。
弥
勒
と
九
十
六
千
万
の
弟
子
、
此
に
来
た
り
、
迦
葉

の
身
を
取
る
を
以
て
眷
属
に
示
す
。
悉
く
我
が
持
戒
の
功
徳
を
学
ば
令
む
。

ま
た
唐
の
道
世
の
『
法
苑
珠
林

A
P
B

』『
諸
経
要
集

A
Q
B

』
で
は
『
大
毘
婆
沙
論

A
R
B

』
か
ら
摩
訶
迦
葉
の
入
定
の
文
を
引
く
。

又
新
婆
沙
論
に
云
く
。
曾
て
聞
く
、
尊
者
大
迦
葉
波
、
王
舎
城
に
入
り
て
最
後
の
乞
食
す
。
食
し
已
り
て
未
だ
久
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し
か
ら
ず
、
鶏
足
山
に
登
る
。
山
に
三
峰
有
り
、
鶏
の
足
を
仰
ぐ
が
如
し
。
尊
者
、
中
に
入
り
て
結
跏
趺
坐
す
。
誠

言
を
作
し
て
曰
く
、
願
は
く
は
我
、
此
の
身
并
び
に
納
鉢
杖
を
も
っ
て
久
し
く
住
て
壊
せ
ず
。
乃
至
、
五
十
七
倶
胝

六
十
百
千
歳
を
経
て
、
慈
氏
如
来
応
正
等
覚
、
世
に
出
現
す
る
時
に
仏
事
を
施
作
す
。
此
の
願
を
発
し
已
り
て
般
涅

槃
を
尋
ぬ
。
時
に
彼
の
三
峰
、
便
ち
合
し
て
一
と
成
り
、
尊
者
を
掩
蔽
し
て
儼
然
と
し
て
住
す
。
慈
氏
仏
、
世
に
出

現
す
る
時
に
及
び
、
将
に
無
量
の
人
天
、
此
の
山
上
に
至
る
。
諸
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
汝
等
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
杜
多

功
徳
弟
子
衆
中
第
一
大
の
弟
子
迦
葉
波
を
見
む
と
欲
ふ
や
い
な
や
と
。
挙
衆
鹹
し
て
曰
く
、
我
等
、
見
む
と
欲
ふ
。

慈
氏
如
来
、
即
ち
右
手
を
以
て
鶏
足
山
の
頂
を
撫
づ
。
応
に
時
に
峰
、
坼
け
還
り
て
三
分
と
為
る
。
時
に
迦
葉
波
、

将
に
納
鉢
杖
を
磨
し
て
中
従
り
出
で
、虚
空
に
上
昇
す
。
無
量
の
天
人
、斯
の
神
変
を
睹
て
未
曾
有
と
歎
ず
。（
以
下
略
）

『
経
律
異
相
』
は
『
衆
経
目
録
』『
大
唐
内
典
録
』『
開
元
録
』
に
入
蔵
し
て
お
り
、『
法
苑
珠
林
』
は
『
大
唐
内
典
録
』

に
、『
諸
経
要
集
』
は
『
古
今
訳
経
図
紀
』『
開
元
録
』
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、奈
良
時
代
の
内
に
既
に
日
本
へ
将
来
さ
れ
、

諸
経
論
の
要
文
集
と
し
て
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
種
々
の
説
話
類
の
元
と
も
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
の
入
定
は
、
早
く
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
摩
訶
迦
葉
の
入
定
は
滅
尽
定

こ
の
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
に
お
け
る
入
定
が
生
身
入
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
か
ら
し
て
も
、
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弥
勒
の
世
に
出
定
し
て
か
ら
神
変
を
起
し
、
自
ら
自
身
の
身
体
を
焼
い
て
般
涅
槃
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
入
定
中
は
生
身

で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。ま
た
教
理
的
に
は
滅
尽
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。仁
和
寺
南
岳
房
済
暹（
一
〇
二
五

〜
一
一
一
五
）
は
『
大
師
御
入
定
勘
決
記
』
で
、
大
師
の
入
定
が
摩
訶
迦
葉
と
同
じ
滅
尽
定
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る

A
S
B

。

問
ふ
。
其
の
大
迦
葉
、
実
に
無
余
涅
槃
に
入
る
と
雖
も
、
故
身
を
留
め
て
仮
に
入
滅
定
の
相
を
示
現
す
る
義
、
云

何
。
答
ふ
。
智
度
論
第
三
に
云
く
（
中
略
）
是
く
の
如
く
等
の
文
、
大
師
、
実
に
約
し
て
は
、
生
を
都
卒
天
に
受
く

と
云
ふ
と
雖
も
、
但
し
神
力
を
以
て
の
故
に
、
彼
の
遺
身
を
留
め
て
、
衆
生
を
利
益
せ
ん
が
為
の
故
に
、
神
変
力
に

依
て
、
方
に
即
ち
仮
に
入
滅
定
の
相
を
示
現
し
給
ふ
を
説
く
也
。
此
の
義
、
猶
、
大
迦
葉
の
実
に
無
余
涅
槃
に
入
る

と
雖
も
、
利
生
の
為
の
故
に
、
故
身
を
留
め
て
仮
に
入
滅
定
の
相
を
示
現
す
る
と
。
大
師
の
入
定
の
相
も
、
応
に
知

る
べ
し
、
ま
た
尓
か
な
り
。（
中
略
）
今
、
私
に
案
じ
て
云
く
（
中
略
）
此
の
迦
葉
の
本
事
に
於
て
二
義
有
り
。
一
に

は
入
滅
の
義
。
上
に
明
か
す
所
の
智
度
論
所
説
の
義
の
如
し
。
是
の
説
、信
受
す
可
ら
ず
。
若
し
此
の
説
に
依
ら
ば
、

大
師
、
入
滅
し
給
ふ
と
雖
も
、
神
力
を
以
て
故
身
を
留
め
、
方
に
慈
尊
の
出
世
を
待
た
れ
る
な
り
。
故
に
遺
告
の

文
に
云
く
（
中
略
）
二
に
は
、
迦
葉
、
滅
尽
定
に
入
る
義
な
り
。
摩
訶
摩
耶
経
・
弥
勒
大
成
仏
経
・
阿
含
経
・
付
法

蔵
因
縁
伝
の
如
く
は
、
迦
葉
、
滅
尽
定
に
入
る
は
、
慈
尊
の
出
世
を
待
ち
得
て
、
滅
定
従
り
出
て
仏
事
を
成
し
衆

生
を
利
益
す
る
義
有
る
可
し
。
云
々
。
之
れ
に
依
て
大
師
も
ま
た
大
迦
葉
の
如
く
滅
定
に
入
り
て
、
慈
尊
の
出
世

を
待
ち
得
て
、
滅
定
従
り
出
て
仏
事
を
成
し
衆
生
を
利
益
す
る
義
な
り
。

と
し
て
、
摩
訶
迦
葉
の
入
定
に
つ
い
て
、『
大
智
度
論
』
の
説
は
無
余
涅
槃
に
入
っ
て
、
神
通
力
で
仮
に
故
身
（
遺
骸
）
を
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留
め
た
も
の
と
理
解
し
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
『
摩
訶
摩
耶
経
』『
弥
勒
大
成
仏
経
』『
阿
含
経
』『
付

法
蔵
因
縁
伝
』
の
説
は
、
摩
訶
迦
葉
は
滅
尽
定
に
入
っ
た
の
で
、
生
身
の
入
定
で
あ
り
、
経
典
に
か
な
っ
て
い
る
と
す
る
。

更
に
大
師
の
入
定
が
滅
尽
定
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
慈
恩
伝
』
の
入
定
の
比
丘
の
話
な
ど
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
る

A
T
B

。
三
に
は
長
保
年
中
に
造
る
所
の
新
伝
に
云
く
（
中
略
）
是
の
新
伝
の
文
、
及
び
古
老
の
口
伝
を
以
て
、『
慈
恩
伝
』

第
五
巻
の
文
所
に
勘
会
す
る
と
、
大
師
の
入
定
は
入
滅
尽
定
の
相
に
相
ひ
当
れ
り
。
問
ふ
、
其
の
『
慈
恩
伝
』
の
文
、

何
ん
。
答
ふ
。
其
の
伝
の
第
五
の
文
に
云
く
、
葱
嶺
を
出
で
て
烏
鍛
国
に
至
り
、
城
西
二
百
里
に
大
山
峰
嶽
有
り
。

甚
だ
峻
に
し
て
上
に
窣
堵
婆
有
り
。
之
れ
を
聞
く
に
、
旧
説
に
曰
く
、
数
百
年
前
、
雷
震
に
因
っ
て
山
崩
れ
た
り
。

中
に
苾
蒭
有
り
。
身
量
枯
偉
に
し
て
冥
目
し
て
坐
す
。
鬢
髪
蔘
々
と
し
て
肩
（
眉
）
面
に
垂
れ
覆
ふ
。
樵
者
有
っ
て

王
に
白
す
。
王
、
躬
か
ら
観
礼
す
。（
中
略
）
王
の
曰
く
、
此
れ
何
人
ぞ
や
と
。
芯
蒭
有
り
、
対
し
て
曰
く
「
此
れ
出

家
の
羅
漢
な
り
。
尽
滅
定
に
入
る
者
な
り
。
歳
月
の
滋

ま
す
ま
す

淹ひ
さ

し
き
故
に
髮
長
き
耳
」
と
。
王
の
曰
く　
「
若
し
何
ん

が
驚
悟
し
て
、
其
を
し
て
起
た
令
め
ん
」
対
し
て
曰
く
「
段
食
の
身
は
定
を
出
れ
ば
便
ち
壊
す
。
宜
し
く
先
づ
蘇
乳

を
以
て
灌
洒
し
、
腠
理
を
し
て
潤
霑
わ
せ
、
然
る
後
に
楗
槌
を
撃
っ
て
、
感
じ
て
之
れ
を
悟
ら
使
め
ば
、
或
は
起
つ

可
し
」
と
。
王
の
曰
く
「
善
き
哉
」
と
。
遂
に
僧
の
語
に
依
っ
て
乳
を
灌
ぎ
槌
を
撃
つ
。
羅
漢
、
目
を
挙
げ
て
視
て

曰
く
「
爾な

ん
ぢ
ら輩

、
何
人
ぞ
や
。
形
、
法
服
を
被
る
や
」
と
。
対
し
て
曰
く
「
我
輩
は
苾
蒭
な
り
」。
彼
の
曰
く
「
我
が

師
迦
葉
波
如
来
は
今
何
れ
の
所
に
在
る
や
」。
対
し
て
曰
く
「
久
し
く
涅
槃
に
入
る
」
と
。
之
れ
を
聞
き
て
已
っ
て
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愀
然
た
り
。
重
ね
て
曰
く
「
釈
迦
文
仏
は
無
上
等
覚
を
成
ず
る
や
、未
だ
し
や
」
と
。
答
て
曰
く
「
已
に
成
ず
。
利
物
、

斯
れ
周
ね
く
、
亦
従
っ
て
寂
滅
す
」
と
。
聞
き
已
っ
て
首
を
低
る
。
良
久
し
く
手
を
以
て
髪
を
挙
げ
、
起
っ
て
虚
空

に
昇
っ
て
大
神
変
を
作
し
、
火
を
化
し
て
身
を
焚
く
。
遺
骸
、
地
に
堕
つ
。
王
と
大
衆
と
、
骨
を
取
り
て
窣
堵
婆
を

起
つ
。
即
ち
此
の
塔
な
り
。
と
文
り
。
然
れ
ば
則
ち
彼
の
新
伝
に
言
ふ
所
の
顔
色
衰
え
ず
、鬢
髪
更
に
生
ず
る
の
文
は
、

此
の
慈
恩
伝
に
述
べ
る
所
の
鬢
髪
蔘
々
垂
覆
肩
面
の
文
と
、
其
の
義
、
甚
だ
均
同
な
り
。
是
れ
倶
に
尽
滅
定
に
住
す

る
の
外
相
な
る
耳
。
故
に
知
ん
ぬ
、
大
師
も
亦
、
密
か
に
滅
尽
定
に
入
り
給
ふ
な
り
。

堀
内
規
之
氏

A
U
B

は
こ
の
よ
う
な
済
暹
の
主
張
に
つ
い
て
、

こ
の
『
御
遺
告
』
の
呉
殷
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
空
海
が
第
三
地
の
菩
薩
で
あ
る
と
済
暹
は
断
定
し
て
い
る
。
さ

ら
に
第
三
地
の
菩
薩
が
滅
尽
定
を
得
る
こ
と
を
論
じ
て
、
上
生
覩
卒
の
こ
と
や
、
人
中
入
定
の
身
を
示
現
す
る
こ

と
は
、す
べ
て
こ
れ
は
垂
迹
変
化
の
こ
と
で
あ
り
、空
海
の
本
地
真
実
の
境
界
を
い
う
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

済
暹
は
、
次
に
空
海
は
覩
卒
天
に
受
生
す
る
と
雖
も
、
但
だ
神
力
を
以
て
遺
身
を
留
め
て
諸
衆
生
の
為
に
、
仮
に

入
滅
定
の
相
を
示
現
す
る
と
い
う
二
つ
め
の
解
釈
を
論
じ
て
い
く
。

こ
の
二
つ
め
の
解
釈
は
、
摩
訶
迦
葉
と
空
海
が
同
義
で
あ
る
と
す
る
点
か
ら
出
発
す
る
。
摩
訶
迦
葉
は
、
鶏
足

山
で
弥
勒
菩
薩
に
釈
迦
付
嘱
の
衣
を
伝
え
る
た
め
に
入
定
し
て
い
る
釈
尊
の
直
弟
子
で
あ
る
。
こ
の
摩
訶
迦
葉
の

様
を
、
済
暹
は
実
に
無
余
涅
槃
に
入
る
と
雖
も
、
利
生
の
為
に
故
身
を
留
め
て
入
滅
相
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
、

空
海
の
入
定
と
全
く
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
松
丸
俊
明
氏

A
V
B

は
、
堀
内
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
、
済
暹
の
『
大
師
御
入
定
勘
決
記
』
本
文
を
丁
寧

に
分
析
し
、
同
様
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
野
口
圭
也
氏
は
、
真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
の
研
修
会
で
「
弘
法
大
師
ご
入
定
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
」

と
い
う
講
演
を
さ
れ
、
空
海
の
入
定
が
滅
尽
定
と
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
に
お
い
て
滅
尽
定
が

生
身
と
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
口
頭
で
の
ご
報
告
で
、
資
料
は
頂
戴
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
拝
聴
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
了
解
し
て
い
な
い

A
W
B

。

野
口
氏
は
、
こ
こ
で
済
暹
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
空
海
が
摩
訶
迦
葉
と
同
じ
滅
尽
定
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ

れ
た
上
で
、『
中
阿
含
経
』「
哺
利
多
法
楽
比
丘
尼
経
第
九
」『
弥
勒
下
生
経
』『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』「
根
品
」『
阿
毘
達

磨
発
智
論
』『
阿
毘
達
磨
八
犍
度
論
』
を
引
か
れ
、

欲
界
の
有
情
で
無
想
定
か
滅
尽
定
に
入
っ
て
い
る
者
の
「
寿
＝
（
命
根
）」
は
、
ひ
と
た
び
生
起
す
る
と
、
身
体
が

損
害
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
生
起
し
た
ま
ま
に
住
し
て
い
る
、
と
す
る
。
ま
た
「
経
に
説
か
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

見
道
に
あ
る
者
（
聖
者
）
や
慈
定
・
滅
尽
定
・
無
想
定
に
入
っ
て
い
る
者
の
身
体
は
、自
害
と
他
害
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
、

と
し
て
い
る
」
と
結
論
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
に
お
け
る
滅
尽
定
理
解
は
、
奈
良
時
代
か
ら
倶
舍
・

唯
識
研
究
を
す
る
学
匠
の
中
で
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
済
暹
の
主
張
も
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

と
さ
れ
、
既
に
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
に
お
い
て
、
滅
尽
定
が
生
身
入
定
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
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れ
る
。

六
、
小
結

以
上
、
弘
法
大
師
の
高
野
山
奥
院
に
お
け
る
入
定
が
、
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
の
入
定
と
並
べ
ら
れ
、
同
じ
滅
尽
定
と
さ

れ
る
こ
と
で
、
大
師
の
入
定
も
生
身
の
入
定
と
し
て
理
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀

初
め
に
掛
け
て
の
藤
原
道
長
代
前
後
に
お
け
る
弥
勒
上
生
信
仰
か
ら
下
生
信
仰
へ
の
流
行
の
変
化
に
よ
り
、
弥
勒
下
生
を

待
つ
摩
訶
迦
葉
の
入
定
説
と
『
御
遺
告
』
に
見
ら
れ
る
大
師
臨
終
時
の
入
定
留
身
（
元
々
は
兜
率
天
往
生
の
奇
瑞
と
し
て
の

そ
れ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
済
暹
が
主
張
す
る
『
大
智
度
論
』
の
説
に
拠
る
も
の
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
）、
弥
勒
下
生
・
竜
華

三
会
を
待
っ
て
弥
勒
菩
薩
と
共
に
下
生
す
る
と
い
う
未
来
下
生
の
信
仰
と
が
結
び
付
き
、
大
師
も
ま
た
摩
訶
迦
葉
と
同
じ

く
生
身
の
ま
ま
高
野
山
に
入
定
し
て
、
弥
勒
下
生
を
待
っ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
大
師
の
入
定
の
生
身
性
が
何
処
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
の
説
明
が
付
か
な
い
。
寛
弘
四（
一
〇
〇
七
）年
、

藤
原
道
長
に
よ
る
金
峰
山
の
埋
経
が
日
本
に
お
け
る
、
弥
勒
下
生
・
三
会
値
遇
を
願
う
埋
経
供
養
と
し
て
最
初
と
さ
れ
る
。

そ
の
経
筒
に
刻
ま
れ
た
願
文

A
X
B

に
よ
れ
ば
、
道
長
は
『
法
華
経
』
及
び
開
結
二
経
、『
阿
弥
陀
経
』、
弥
勒
経
典
、『
般
若
心
経
』

な
ど
十
五
巻
を
自
ら
書
写
し
、
こ
れ
を
金
峰
山
上
に
埋
経
し
た
も
の
で
、『
法
華
経
』
は
釈
尊
の
恩
に
報
い
、
弥
勒
に
値

遇
し
、蔵
王
に
親
近
す
る
た
め
に
先
年
に
書
写
し
て
供
養
を
果
た
さ
ず
、今
に
極
楽
往
生
の
為
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
書
写
し
、
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ま
た
弥
勒
出
世
の
時
に
極
楽
よ
り
竜
華
会
の
法
華
説
法
の
会
座
に
列
な
っ
て
授
記
を
得
る
た
め
に
弥
勒
上
生
・
下
生
経
を

新
写
し
て
、
埋
経
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
埋
経
・
経
塚
の
供
養
は
、
弥
勒
如
来
の
竜
華
三
会
の
会
座
に
、
そ
の
経
典
が

踊
出
す
る
こ
と
を
願
う
信
仰
で
あ
り
、『
法
華
経
』「
従
地
踊
出
品
」
に
お
け
る
『
法
華
経
』
説
法
の
会
座
に
お
け
る
諸
菩

薩
の
踊
出
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
法
華
経
』
信
仰
的
弥
勒
浄
土
教
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
単
純
な
弥
勒

下
生
信
仰
と
は
で
き
な
い
。
更
に
道
長
の
金
峰
山
埋
経
の
願
文
は
、
極
楽
へ
往
生
し
て
後
、
弥
勒
下
生
の
時
に
極
楽
か
ら

竜
華
三
会
の
会
座
に
値
遇
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
極
楽
往
生
と
弥
勒
下
生
と
が
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
り
、『
御
遺
告
』

の
兜
率
天
へ
往
生
し
て
後
、
弥
勒
菩
薩
と
共
に
下
生
し
て
竜
華
三
会
の
会
座
に
侍
る
、
と
い
う
信
仰
と
（
往
生
の
先
は
異
な

る
が
）変
わ
り
は
な
い
。
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
兜
率
上
生
信
仰
か
ら
弥
勒
下
生
信
仰
へ
の
変
化
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
は
往
生
（
上
生
）
を
主
に
述
べ
る
か
、
下
生
を
強
調
す
る
か
の
相
違
で
あ
り
、
本
質
的
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
埋
経
・
経
塚
は
中
国
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
舎
利
信
仰
に
伴
う
も
の
で
、
日
本
に
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

A
Y
B

。
し
か
し
道
長
以
降
の
日
本
に
お
け
る
埋
経
・
経
塚
は
、
道
長
の
金
峰
山
埋
経
々
筒
願
文
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
『
法
華
経
』
信
仰
的
浄
土
教
と
し
て
の
弥
勒
下
生
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
舎
利
信
仰
に
よ
る
埋
経
と

は
異
な
る
。
道
長
以
降
に
、
如
法
経
・
埋
経
供
養
が
隆
盛
し
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
弥
勒
下
生
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ

と
を
暗
示
す
る
し
、
そ
れ
に
伴
う
摩
訶
迦
葉
の
入
定
説
も
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
清
寿
の
『
弘
法
大
師

伝
』
で
は
「
大
日
の
定
印
を
結
ん
で
入
定
し
た
」
と
さ
れ
、こ
れ
が
『
金
剛
峰
寺
建
立
修
行
縁
起
』
や
『
高
野
大
師
御
広
伝
』、

『
今
昔
物
語
』
な
ど
に
継
承
さ
れ
る
。「
大
日
の
定
印
」
で
は
滅
尽
定
で
は
な
い
、
密
教
の
定
印
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
弥
勒
信
仰
と
重
ね
て
み
る
と
、
無
住
（
一
二
二
六
〜
一
三
一
二
）
撰
『
沙
石
集
』
に
拠
れ
ば
、
弥
勒
菩
薩
は
胎
蔵
大

日
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
が
金
剛
界
大
日
と
さ
れ
る

A
Z
B 

（
興
教
大
師
覚
鑁
〈
一
〇
九
五
〜
一
一
四
三
〉
や
中
性
院
頼
瑜
〈
一
二
二
六

〜
一
三
〇
四
〉
は
、
逆
に
弥
勒
を
金
剛
界
大
日
、
阿
弥
陀
を
胎
蔵
大
日
と
す
る

A
[
B

）。
時
代
が
少
し
下
が
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
密

教
浄
土
教
と
し
て
は
、
院
政
期
初
頭
に
あ
っ
て
も
兜
率
天
往
生
と
大
日
の
定
印
は
矛
盾
し
な
い
。
滅
尽
定
に
対
す
る
ア
ビ

ダ
ル
マ
的
教
理
理
解
が
十
分
で
な
い
な
ら
ば
、
弥
勒
信
仰
と
い
う
点
で
大
日
の
定
印
と
弥
勒
の
下
生
を
待
つ
生
身
入
定
と

は
結
び
付
こ
う
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、湯
河
原
の
玄
円
菩
薩
の
作
と
伝
え
る
『
日
本
神
仙
記
』
で
は
「
金
剛
定
に
入
る
」
と
さ
れ
る
。『
日

本
神
仙
記
』
は
散
逸
し
て
お
り
、
寛
信
（
一
〇
八
四
〜
一
一
五
三
）
作
と
推
定
さ
れ
る
『
東
要
記

A
\
B

』 

な
ど
へ
の
引
用
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
が
、
勧
修
寺
理
明
房
興
然
（
一
一
二
一
〜
一
二
〇
三
）
は
「
心
覚
阿
闍
梨
の
云
く
」
と
し
て
『
済
暹
僧
都
抄
』

に
引
用
さ
れ
る
と
す
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
成
立
は
十
一
世
紀
初
頭
に
上
る
も
の
と
な
る
が
「
金
剛
定
」
で
は
密
教
の
禅
定

と
み
ら
れ
、
滅
尽
定
で
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
も
「
山
頂
を
穿
ち
て
底
に
入
る
こ
と
半
里
許
り
を
禅
定
の
室
と
な
す
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
の
入
定
を
意
識
し
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
大
日
の
定
印
と

同
様
な
理
解
で
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
則
ち
滅
尽
定
を
生
身
入
定
の
根
拠
と
し
て
殊
更
に
問
題
に
し
た
の
は
済
暹
だ
け

で
あ
っ
て
、
そ
の
他
に
お
い
て
は
如
何
な
る
禅
定
で
あ
っ
た
か
は
余
り
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、

『
御
遺
告
』
の
兜
率
上
生
信
仰
→
道
長
時
代
の
弥
勒
下
生
信
仰
の
隆
盛
→
摩
訶
迦
葉
の
鶏
足
山
入
定
（
滅
尽
定
→
生
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身
入
定
）
説
話
の
普
及
→
弘
法
大
師
の
生
身
入
定
信
仰
の
成
立

と
い
う
流
れ
が
推
測
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
時
代
的
な
状
況
に
よ
る
推
測
で
あ
る
が
、
な
ぜ
「
生
身
の
ま

ま
の
入
定
」
と
い
う
信
仰
が
生
ま
れ
た
の
か
、
と
い
う
理
由
と
し
て
は
、
現
状
に
お
い
て
最
も
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。

七
、
も
う
一
つ
の
生
身
で
弥
勒
を
待
つ
話

し
か
し
弥
勒
下
生
を
生
身
で
待
つ
と
い
う
考
え
は
摩
訶
迦
葉
以
外
に
も
存
在
す
る
。

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

A
]
B

』 
に
は「
城
南
の
遠
か
ら
ざ
る
に
一
の
大
石
山
有
り
。
是
れ
婆
毘
吠
迦（
唐
に
清
弁
と
言
ふ
）論
師
、

阿
素
洛
宮
に
住
し
て
慈
氏
菩
薩
の
成
仏
を
待
ち
、疑
を
決
せ
む
と
擬
す
る
な
り
処
」
と
あ
り
、清
弁
論
師
（
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー

カ
）
が
、
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
は
弥
勒
菩
薩
に
訊
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
阿
修
羅
宮
に
お
い
て
弥
勒
菩
薩

の
下
生
を
待
つ
と
い
う
話
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
『
大
唐
西
域
記

A
^
B

』
に
は
、
同
じ
話
が
よ
り
詳
し
く
語
ら
れ
る
。
中
観
自
立

論
証
派
の
清
弁
論
師
（
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
）
は
、
瑜
伽
行
唯
識
派
の
護
法
（
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
）
の
下
へ
弟
子
を
送
り
、
教
え

を
請
う
が
会
う
こ
と
無
く
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
清
弁
は
、
弥
勒
如
来
で
無
け
れ
ば
こ
の
疑
い
を
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
、
此
の
身
（
生
身
）
を
留
め
て
弥
勒
の
出
世
を
待
ち
、
弥
勒
に
見
え
て
疑
い
を
決
し
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
観

音
に
祈
る
と
、
観
音
が
妙
色
身
を
現
し
て
、
駄
那
羯
磔
迦
国
城
南
の
山
岩
の
執
金
剛
神
の
所
へ
行
き
、
陀
羅
尼
を
受
持
し

て
執
金
剛
神
に
訊
ね
る
よ
う
に
告
げ
る
。
清
弁
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
執
金
剛
神
が
現
れ
て
秘
法
を
授
け
る
。
そ
れ
に
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よ
り
岩
の
中
の
阿
素
洛
宮
に
入
り
、
慈
氏
を
待
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
話
は
更
に
『
法
苑
珠
林

A
_
B

』
に
要
約
し
て
載
せ

ら
れ
る
。

ま
た
五
大
院
安
然
（
八
四
一
〜
八
八
九
〜
）
の
『
真
言
宗
教
時
義

A
`
B

』
に
、

西
域
記
に
、
仏
滅
千
年
、
護
法
と
清
弁
と
空
有
の
諍
を
起
す
。
清
弁
、
観
音
法
を
修
す
こ
と
七
日
に
し
て
、
観
音
、

真
身
を
現
し
て
言
く
、「
当
に
南
天
竺
国
に
往
き
て
金
剛
神
に
逢
ひ
秘
法
を
請
ひ
受
く
る
べ
し
」。
清
弁
、
教
の
如

く
に
南
天
境
の
山
中
に
至
り
、
金
剛
神
に
逢
ひ
請
ふ
て
秘
法
を
受
得
す
。
秘
法
を
持
誦
し
、
白
芥
子
を
呪
し
て
阿

修
羅
宮
の
戸
を
開
ひ
て
入
り
、
長
寿
の
薬
を
食
す
。
以
て
弥
勒
の
出
世
を
待
ち
疑
を
決
す
。
此
れ
亦
、
執
金
剛
手

菩
薩
、
一
千
年
の
間
、
真
言
教
を
伝
ふ
。
若
し
爾
ら
ば
三
論
の
祖
師
、
心
を
真
言
に
廻
ら
せ
て
下
品
悉
地
を
修
得
し
、

修
羅
宮
に
住
す
。

と
あ
り
、『
大
唐
西
域
記
』
に
載
せ
る
清
弁
の
故
事
を
引
い
て
、
金
剛
界
法
の
第
二
祖
で
あ
る
金
剛
薩
埵
と
同
体
と
さ
れ

る
執
金
剛
秘
密
主
（
執
金
剛
神
）
の
存
在
が
長
遠
で
あ
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
。
安
然
が
引
く
の
は
、
執
金
剛
神
＝
金

剛
薩
埵
の
付
法
の
系
譜
を
説
明
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
阿
修
羅
宮
に
入
っ
て
長
命
の
薬
を
食
す
こ
と
で
弥
勒
の
下
生
を
待

つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
そ
れ
が
下
品
悉
地
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
下
品
悉
地
と
は
『
大
日
経
疏

A
a
B

』
に
説
か
れ
る
、
持
明
行
者
の
成
就
す
る
上
中
下
三
品
の
悉
地
宮
の
中
の
下
品
の

悉
地
宮
を
指
す
。

此
の
中
に
悉
地
宮
と
言
ふ
に
上
中
下
有
り
。
上
は
謂
く
密
厳
仏
国
。
三
界
を
出
過
し
て
二
乗
の
見
聞
す
る
を
得
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る
所
に
あ
ら
ず
。
中
は
謂
く
十
方
浄
厳
。
下
は
謂
く
諸
天
修
羅
宮
等
な
り
。
若
し
行
者
、三
品
の
持
明
仙
と
成
る
時
、

是
の
如
き
悉
地
宮
の
中
に
安
住
す
。

こ
の
阿
修
羅
宮
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
密
教
経
軌
に
は
阿
修
羅
宮
の
伏
蔵
を
得
る
こ
と
を
説
く
が
、
ま
た

長
命
の
薬
を
得
る
こ
と
を
説
く
も
の
も
あ
る
。
こ
の
中
で
長
寿
を
得
て
弥
勒
の
成
仏
を
待
つ
こ
と
ま
で
説
く
も
の
を
見

る
と
、
例
え
ば
『
陀
羅
尼
集
経

A
b
B

』
に
は
、

若
欲
入
阿
修
羅
宮
者
。
於
八
年
中
日
日
誦
呪
。
満
三
千
遍
。
作
三
眼
印
。
用
前
大
呪
。
呪
白
芥
子
一
百
八
遍
。

一
呪
一
散
以
打
地
上
。
其
地
即
開
而
作
孔
穴
。
呪
師
得
入
。
欲
住
得
見
弥
勒
仏
者
。
即
任
意
住
。

『
阿
唎
多
羅
陀
羅
尼
阿
嚕
力
経

A
c
B

』
に
は
、

又
張
像
於
阿
修
羅
窟
門
前
。
如
法
誦
一
倶
胝
。
即
阿
修
羅
女
出
請
行
人
入
。
入
已
於
阿
修
羅
王
中
得
自
在
位
。

寿
一
劫
見
慈
氏
下
生
。

『
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経

A
d
B

』
に
は
、

復
以
銀
作
輪
。持
於
修
羅
窟
前
誦
。直
至
輪
撃
。修
羅
窟
門
開
入
中
無
障
。彼
修
羅
女
出
迎
。誦
者
入
中
寿
命
一
劫
。

復
有
用
鉄
作
三
戟
叉
。
持
誦
行
人
若
持
。
於
阿
修
羅
窟
前
作
念
誦
。
一
切
障
難
破
壊
。
彼
自
出
迎
。
若
欲
住
彼
得

寿
一
劫
。
当
得
見
於
弥
勒
世
尊
。

と
あ
る
他
、『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経
』『
一
字
奇
特
仏
頂
経
』
そ
の
他
の
経
軌
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
弥
勒
に
触
れ
ず

に
寿
命
長
遠
を
得
る
功
徳
だ
け
で
あ
れ
ば
、
更
に
極
め
て
多
い
。
こ
の
よ
う
に
密
教
の
成
就
法
に
よ
っ
て
阿
修
羅
宮
（
窟
）
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に
入
り
、伏
蔵
を
得
、寿
命
長
遠
に
な
る
こ
と
は
、イ
ン
ド
世
界
に
お
け
る
常
識
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』

『
大
唐
西
域
記
』
に
見
ら
れ
る
清
弁
の
記
事
も
、
こ
の
よ
う
な
初
期
密
教
的
成
就
法
に
よ
っ
て
阿
修
羅
窟
に
入
っ
た
も
の

と
い
え
る
。

ま
た
日
本
で
見
れ
ば
、
時
代
は
下
が
る
が
曇
寂
（
一
六
七
四
〜
一
七
四
二
）
の
『
大
日
経
住
心
品
疏
私
記

A
e
B

』
に
、

第
四
十
一
窟
心
。
是
れ
修
羅
窟
等
に
入
る
を
期
す
世
間
の
悉
地
心
也
。
諸
々
の
軌
に
成
就
法
を
明
す
中
に
、
皆
此

も
事
有
り
。
是
れ
世
間
の
悉
地
也
。
金
剛
童
子
軌
の
上
（
三
）
に
云
く
、
阿
修
羅
窟
に
至
り
て
印
契
を
結
び
真
言
を

論
ぜ
ば
、
其
そ
阿
修
羅
の
関
鍵
、
自
然
に
破
れ
、
窟
門
、
即
ち
開
く
。
阿
修
羅
王
、
引
入
し
て
空
中
に
し
て
天
の
甘

露
を
食
す
。
寿
命
一
劫
な
り
。
又
阿
嚕
力
経
（
十
九
）
に
云
く
、
又
像
を
阿
修
羅
窟
門
の
前
に
張
り
、
如
法
に
一
倶

胝
誦
せ
ば
、
即
ち
阿
修
羅
女
、
出
て
行
人
を
請
じ
入
れ
る
。
入
り
已
っ
て
阿
修
羅
王
の
中
に
於
て
自
在
の
位
を
得
て

寿
一
劫
に
し
て
慈
氏
の
下
生
を
見
る
。

こ
の
よ
う
に
阿
修
羅
宮
（
窟
）
に
入
っ
て
寿
命
を
長
遠
に
延
ば
し
、
生
身
の
ま
ま
弥
勒
の
下
生
を
待
つ
こ
と
が
密
教
経

軌
中
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
『
大
日
経
疏
』
の
三
品
悉
地
中
の
下
品
悉
地
の
成
就
で
可
能
と
な
る
が
、
こ
の
説
は
弘

法
大
師
入
定
信
仰
に
は
全
く
反
映
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
弘
法
大
師
の
悉
地
を
下
品
と
す
る
こ
と
を

認
め
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
高
野
山
は
阿
修
羅
宮
（
窟
）
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
阿
修
羅
窟
に
入
っ
て
寿
命
長
遠
を
得
る
こ
と
は
禅
定
に
入
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
生
身
の
ま
ま
で
弥
勒
菩
薩

の
下
生
を
待
つ
こ
と
は
、
真
言
密
教
の
成
就
法
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
と
い
う
教
理
が
存
在
し
た
こ
と
は
言
え
よ
う
し
、
そ
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れ
が
弘
法
大
師
生
身
入
定
説
が
成
立
す
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
考
慮
し
て
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

註
１	
拙
稿
「
弘
法
大
師
入
定
信
仰
の
成
立
に
つ
い
て
⑴
―
十
・
十
一
世
紀
の
史
料
を
め
ぐ
っ
て
―
」
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
『
仏
教
文
化
論
集
』
第

一
三
号
、
令
和
六
年
三
月

２	『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
、
一
九
冊
、
二
八
四
―
二
八
五
頁
。『
続
大
日
本
古
記
録
』「
小
右
記
」
六
・
二
二
七
―
二
二
八
頁
。『
増
補　

史
料
大
成
』

別
巻
二
「
小
右
記
」
二
、三
九
〇
頁
上
―
下

３	『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
頁
上

４	『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
二
巻
「
扶
桑
略
記
」
二
七
六
頁

５	『
僧
綱
補
任
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
三
「
興
福
寺
叢
書
」
第
一
、一
六
二
頁
下
―
一
六
三
頁
上

６	『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
二
巻
、
三
〇
頁
上

７	『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
六
頁
上

８	『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
五
「
栄
花
物
語
」
上
・
四
五
五
頁
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
二
〇
「
栄
花
物
語
」
三
五
一
―
三
五
二
頁

９	

三
好
俊
徳
「『
扶
桑
略
記
』
の
宗
派
性
―
宗
論
・
相
論
に
関
す
る
言
説
を
中
心
と
し
て
」『
説
話
文
学
研
究
』
五
四
号

10	『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
十
二
巻
「
扶
桑
略
記
」
二
七
七
―
二
七
八
頁

11	

和
田
昭
夫
「
弘
法
大
師
御
伝　

解
題
」『
群
書
解
題
』
第
四
、
上
・
七
七
頁
下
―
七
九
頁
上
、
昭
和
三
六
年
一
一
月
、
続
群
書
類
従
刊
行
会
刊

12	『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
〇
頁
上
―
下

13	『
梁
塵
秘
抄
』①
岩
波『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』五
六「
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
」六
八
頁
。
②
岩
波『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』五
六「
梁

塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
」
八
〇
頁
。
③
④
⑤
⑥
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
五
六
「
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
」
五
五
―
五
六
頁

14	『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
一
「
三
宝
絵
詞　

注
好
選
」
三
三
六
頁
、
平
成
九
年
九
月
、
岩
波
書
店
刊
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15	

今
野
逹
「
注
好
選　

解
説
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
一
「
三
宝
絵
詞　

注
好
選
」
平
成
九
年
九
月
、
岩
波
書
店
刊

16 

「
弘
法
大
師
始
建
立
高
野
山
語
第
二
十
五
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
三
「
今
昔
物
語
集
」
三
・
七
二
―
七
三
頁
、
平
成
五
年
五
月
、
岩
波

書
店
刊

17 
「
天
竺
山
人
見
入
定
人
語
第
二
十
九
」『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
三
一
「
今
昔
物
語
集
」
一
・
三
五
九
―
三
六
〇
頁
、
平
成
一
一
年
七
月
、
岩
波

書
店
刊

18 『
大
正
蔵
経
』
第
五
一
巻
、
九
一
九
頁
ｃ

19 『
大
正
蔵
経
』
第
五
〇
巻
、
三
〇
一
頁
ａ

20
『
大
正
蔵
経
』
第
二
五
巻
、
七
八
頁
ｃ
―
七
九
頁
ｂ

21 『
大
正
蔵
経
』
第
五
三
巻
、
六
五
頁
ｃ

22 『
大
正
蔵
経
』
第
五
〇
巻
、
一
五
三
頁
ｃ

23 『
大
正
蔵
経
』
第
五
三
巻
、
四
〇
五
頁
ａ
―
ｂ

24 『
大
正
蔵
経
』
第
五
四
巻
、
六
頁
ａ
―
ｂ

25	

玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』『
大
正
蔵
経
』
第
二
七
巻
、
六
九
八
頁
ｂ

26
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
、
一
一
二
頁
上
―
一
一
四
頁
上

27 『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
、
一
〇
二
頁
下
―
一
〇
三
頁
上

28	

堀
内
規
之
「
済
暹
の
空
海
入
定
信
仰
」『
済
暹
教
学
の
研
究
』
平
成
二
〇
年
、
ノ
ン
ブ
ル
社
刊

29	

松
丸
俊
明
「
空
海
第
三
地
菩
薩
説
を
め
ぐ
っ
て
―
二
人
の
呉
慇
と
垂
迹
の
大
師
―
」『
豊
山
学
報
』
第
五
五
号
、平
成
二
四
年
。
猶
、空
海
の
『
付

法
伝
』
に
引
く
呉
慇
纂
『
恵
果
阿
闍
梨
行
状
』
と
『
御
遺
告
』
に
「
引
用
」
さ
れ
る
「
呉
慇
の
纂
」
と
の
相
違
、『
御
遺
告
』
に
お
け
る
増
広
の

問
題
に
つ
い
て
は
拙
論
「
空
海
撰
述
の
「
祖
典
化
」
を
め
ぐ
っ
て
―
空
海
第
三
地
菩
薩
説
と
『
御
遺
告
』
の
成
立
―
」
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学

二
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』
平
成
二
二
年
一
〇
月
、
竹
林
舎
刊
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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30	

野
口
圭
也
氏
講
演
資
料
（
令
和
四
年
度
総
合
研
究
院
全
体
研
修
会
「
弘
法
大
師
ご
入
定
と
ア
ビ
ダ
ル
マ　

資
料
」）。
な
お
本
稿
提
出
後
、
野
口

氏
に
よ
り
詳
し
い
論
考
が
発
表
さ
れ
た
。
野
口
圭
也
「
留
身
入
定
と
滅
尽
定
」『
豊
山
学
報
』
第
六
六
号
、
令
和
五
年
三
月
。
本
論
中
に
反
映
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

31 『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
五
・
九
一
四
―
九
二
二
頁
、『
平
安
遺
文
』「
金
石
文
」
八
六
頁

32	

谷
口
耕
生
氏
は
、
北
九
州
に
宋
人
の
関
与
す
る
経
塚
が
多
く
分
布
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
舎
利
信
仰
に
よ
る
埋
経
・
経
塚
造
営
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
、更
に
上
川
通
夫
氏
の
論
に
よ
り
、藤
原
道
長
か
ら
始
ま
っ
た
弥
勒
下
生
・
竜
華
三
会
を
待
つ
（『
法
華
経
』
信
仰
的
浄
土
教
に
基
づ
く
）

埋
経
・
経
塚
と
を
同
種
の
も
の
と
さ
れ
る
（
谷
口
耕
生
「
総
説　

聖
地
寧
波
を
め
ぐ
る
信
仰
と
美
術
」『
聖
地
寧
波
展　

図
録
』
平
成
二
一
年
七
月
、

奈
良
国
立
博
物
館
）。
ま
た
こ
れ
を
受
け
継
い
で
菅
野
成
寛
氏
は
、
中
国
に
残
る
経
塚
遺
跡
に
つ
い
て
調
査
報
告
を
さ
れ
た
（
菅
野
成
寛
「
日
本

経
塚
信
仰
の
起
原
と
源
流
を
探
る
―
中
国
調
査
中
間
報
告
―
」『
岩
手
大
学
平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
三
、
平
成
二
七
年
・
同
「
中
国
江

南
地
区
に
お
け
る
法
舎
利
埋
納
遺
跡
調
査
記
」『
岩
手
大
学
平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
六
、
平
成
三
〇
年
・
同
「
中
国
・
日
本
に
お
け
る

仏
塔
と
経
典
埋
納
遺
跡
調
査
記
」『
岩
手
大
学
平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
八
、
令
和
二
年
）。
元
に
な
っ
た
上
川
氏
の
論
（
上
川
通
夫
「
終

末
を
め
ぐ
る
動
態
―
末
法
思
想
と
中
世
の
『
日
本
国
』」『
再
生
す
る
終
末
思
想
』
平
成
一
二
年
一
一
月
、
青
木
書
店
刊
）
で
は
、
道
長
の
金
峰

山
埋
経
を
銭
弘
俶
の
八
万
四
千
塔
（
宝
篋
印
塔
）
と
結
び
つ
け
、『
宝
筐
印
経
』
が
宝
篋
印
陀
羅
尼
を
法
身
舎
利
と
称
し
、
釈
尊
の
舎
利
（
肉
身

舎
利
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
説
く
こ
と
か
ら
「
一
切
経
は
、
釈
迦
遺
身
た
る
舎
利
と
同
価
値
な
の
で
あ
ろ
う
。
経
典
を
「
法
身
舎
利
」
と
み

る
仏
教
の
一
般
的
思
想
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、
舎
利
塔
の
造
営
と
し
て
、
地
上
に
建
設
さ
れ
る
大
規
模
な
五
重
塔
等
や
、
地
中
に
埋
納
さ
れ
る

宝
塔
と
し
て
の
経
塚
、
な
ど
の
形
態
で
受
け
つ
が
れ
る
」
と
さ
れ
、
法
身
舎
利
（
経
典
）
を
埋
納
す
る
埋
経
・
経
塚
造
営
を
「
宋
朝
初
期
の
仏

教
事
業
を
導
入
し
た
作
善
行
為
が
意
図
さ
れ
た
」
も
の
と
し
、
ま
た
道
長
の
金
峰
山
埋
経
願
文
に
見
ら
れ
る
「
阿
弥
陀
の
極
楽
に
一
旦
往
生
し
、

未
来
に
開
悟
し
て
共
済
主
と
な
る
弥
勒
の
元
へ
「
往
詣
」
す
る
の
を
望
む
」
こ
と
を
「
定
型
的
な
末
法
思
想
に
よ
る
時
間
意
識
の
踏
襲
で
あ
る
」

と
し
、「
道
長
の
埋
経
に
は
、
三
国
観
と
密
接
な
「
日
本
国
」
意
識
が
あ
り
、
同
時
に
釈
迦
の
遺
法
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
末
法
観
が
あ
っ

た
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
摂
関
（
藤
氏
長
者
）
家
に
よ
る
経
典
書
写
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
、
更
に
「
平
地
の
経
蔵
と
山
岳
の
経
塚
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は
、
と
も
に
法
身
舎
利
の
存
在
す
る
聖
地
だ
っ
た
。
経
蔵
と
経
塚
に
は
、
地
上
と
地
下
と
い
う
納
置
形
態
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
共
通
す
る

法
身
舎
利
思
想
が
あ
る
も
の
と
み
た
い
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
上
川
氏
の
議
論
は
、
経
典
が
何
故
「
法
身
舎
利
」
で
あ
る
の
か
、
の
意
味
を
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
法
身
舎
利
と
は
、
仏
塔
崇
拝
と
結
び
付
い
て
興
起
し
た
初
期
大
乗
仏
教
の
時
に
、『
般
若
経
』
や
『
法
華
経
』
が
、
教
え
を
文

字
に
し
た
経
典
は
、
法
身
（
教
え
・
真
理
）
を
記
し
た
モ
ノ
で
あ
り
、
法
身
の
舎
利
で
あ
る
と
称
し
た
。
そ
し
て
法
（
教
え
・
真
理
）
を
体
現

す
る
法
身
舎
利
は
、
仏
の
智
慧
が
薫
習
さ
れ
た
こ
と
で
功
徳
の
あ
る
肉
身
舎
利
よ
り
も
遙
か
に
価
値
が
あ
り
功
徳
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ

で
は
法
身
舎
利
を
塔
に
納
め
て
供
養
す
れ
ば
、
肉
身
舎
利
塔
を
供
養
す
る
よ
り
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
、
た
だ
礼
拝
供
養
す
る
よ
り
も
、
経
を
読

み
、
誦
し
、
記
憶
（
持
・
憶
持
）
し
、
書
写
し
、
解
説
す
る
と
い
う
五
種
法
師
行
を
行
え
ば
、
更
に
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
後
世
に
経
典
を

総
持
す
る
陀
羅
尼
を
経
典
の
代
わ
り
に
塔
内
に
安
置
し
、
供
養
す
る
こ
と
が
起
こ
り
、
初
期
密
教
の
中
で
「
宝
篋
印
陀
羅
尼
」
な
ど
の
よ
う
な

陀
羅
尼
や
陀
羅
尼
経
典
も
成
立
し
た
。
従
っ
て
法
身
舎
利
思
想
は
、
単
な
る
釈
迦
信
仰
に
お
け
る
肉
身
舎
利
の
代
替
で
は
な
い
。
ま
た
地
上
の

経
蔵
に
納
め
る
一
切
経
と
、
埋
経
さ
れ
る
経
典
で
は
、
そ
の
機
能
・
役
割
が
異
な
る
。
経
蔵
の
一
切
経
は
、
た
だ
礼
拝
供
養
さ
れ
る
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
学
僧
達
に
よ
っ
て
常
に
読
ま
れ
、
学
ば
れ
、
研
究
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
埋
経
さ
れ
た
経
典
は
、
未
来
の
弥

勒
如
来
の
竜
華
三
会
で
踊
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
供
養
さ
れ
た
。
そ
れ
は
経
塚
そ
の
も
の
を
肉
身
舎
利
の
「
舎
利
塔
」
の
よ
う
に
礼
拝
供

養
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
い
。
肉
身
舎
利
の
舎
利
塔
に
し
ろ
、陀
羅
尼
な
ど
を
納
め
た
（
陀
羅
尼
を
塔
身
に
刻
ん
だ
石
塔
な
ど
も
あ
る
が
）

法
身
舎
利
塔
に
し
ろ
、
そ
れ
は
そ
の
舎
利
塔
そ
の
も
の
を
礼
拝
供
養
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
舎
利
塔
に
一
緒
に
経
典
な
ど
が
埋
納
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が
（
法
身
舎
利
と
し
て
）
礼
拝
供
養
の
対
象
で
あ
る
。
一
方
で

金
峰
山
埋
経
は
、
埋
納
し
た
経
典
が
竜
華
三
会
に
踊
出
す
る
こ
と
で
、
埋
納
者
（
願
主
・
結
縁
者
）
が
弥
勒
如
来
に
値
遇
し
、
受
記
を
受
け
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
礼
拝
の
対
象
は
弥
勒
菩
薩
（
如
来
）
で
あ
り
、
埋
納
さ
れ
た
経
典
で
は
な
い
。
唐
・
法
門
寺
地
下

宮
が
肉
身
舎
利
を
祀
る
舎
利
塔
を
地
中
に
造
っ
た
よ
う
に
、
舎
利
信
仰
に
よ
る
舎
利
塔
が
地
下
に
置
か
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
弥
勒
下
生
・
竜

華
三
会
を
待
つ
埋
経
と
は
信
仰
が
異
な
る
。
よ
し
ん
ば
中
国
に
お
け
る
舎
利
塔
の
地
下
納
置
が
、
金
峰
山
埋
経
と
い
う
行
為
の
発
案
に
、
何
ら

か
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
舎
利
信
仰
に
よ
る
埋
経
と
『
法
華
経
』
信
仰
的
浄
土
教
に
よ
っ
て
弥
勒
下
生
・
竜
華
三
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会
を
待
つ
埋
経
と
は
、
そ
の
信
仰
的
本
質
が
異
な
る
と
い
え
よ
う
。

33	 『
沙
石
集
』「
弥
勒
行
者
の
事
」
岩
波
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
五
「
沙
石
集
」
一
一
六
―
一
二
四
頁

34	
拙
論
「
頼
瑜
の
密
教
浄
土
教
」
佐
藤
良
純
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
イ
ン
ド
文
化
と
仏
教
思
想
の
基
調
と
展
開
』（
平
成
一
五
年
、
山
喜
房
仏
書

林
刊
）。
後
に
『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
第
二
部
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
一
日
、
ノ
ン
ブ
ル
社
刊
）
に
収
録
。

35	 『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
二
巻
、
三
四
頁
下

36	 『
大
正
蔵
経
』
第
五
〇
巻
、
二
四
一
頁
ｂ

37	 『
大
正
蔵
経
』
第
五
一
巻
、
九
三
〇
頁
ｃ
―
九
三
一
頁
ａ

38	 『
大
正
蔵
経
』
第
五
三
巻
、
三
一
〇
頁
ｃ

39	 『
大
正
蔵
経
』
第
七
五
巻
、
四
三
〇
頁
ｃ
―
四
三
一
頁
ａ

40	 『
大
正
蔵
経
』
第
三
七
巻
、
六
〇
八
頁
ａ

41	 『
大
正
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
八
三
二
頁
ｂ

42	 『
大
正
蔵
経
』
第
二
〇
巻
、
二
八
頁
ａ

43		『
大
正
蔵
経
』
第
二
〇
巻
、
八
九
六
頁
ｃ

44	 『
大
正
蔵
経
』
第
六
〇
巻
、
六
一
〇
頁
ｃ
―
六
一
一
頁
ａ

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
弘
法
大
師
入
定
信
仰
、
生
身
入
定
、
弥
勒
下
生
信
仰
、
摩
訶
迦
葉
、
藤
原
道
長
、
清
寿
、
仁
海
、『
栄
花
物
語
』




